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京
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臓
病
協
議
会

第
14
回
総
会
の
ご
案
内

第
9
回
大
会
の
ご
案
内

第
4
回
総
会
で
決
定
し
た
と
お
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
腎
協
定
款
を
遵
守
し
、
正
会
員
の
み
で
第
11
回
総
会
を
左
記
の
と
お
り
東
京
都
障
害
者

福
祉
会
館
に
お
い
て
開
催
し
ま
す
。
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第
１4
回
総
会
式
次
第

司
会
者
・
開
会
あ
い
さ
つ

会
長
挨
拶
・
黙
祷

定
足
数
確
認
・
正
会
員
参
加
人
数
確
認
・
総
会
の
成
立
確
認

議
長
選
出

議
長
挨
拶

議
事
録
署
名
人
選
出

審
議
事
項

第
一
号
議
案	

２
０
１
８
年
度
・
事
業
報
告

	

２
０
１
８
年
度
・
事
業
会
計
収
支
報
告

	

２
０
１
８
年
度
・
監
査
報
告

第
二
号
議
案	

２
０
１
９
年
度
・
事
業
計
画
（
案
）

	

２
０
１
９
年
度
・
事
業
会
計
予
算
（
案
）

質
疑
応
答
（
採
決
）

第
三
号
議
案	

２
０
１
９
・
２０
年
度
・
役
員
選
出

採
決

・
そ
の
他
、
報
告
す
べ
き
事
項

議
長
解
任

閉
会
あ
い
さ
つ

臨
時
理
事
会
・
会
長
選
出

新
役
員
あ
い
さ
つ

目　

次 

２
２
５
号

第１4回総会式次第・総会規約・目次�� １

ＮＰＯ東腎協第１４回総会議案	 �� ２
２０１８年度事業報告���������� ２

２０１９年度事業計画（案）	������� ７

２０１８年度会計収支報告�������� ９

２０１９年度予算（案）	���������１１

２０１８年度監査報告書���������１２

２０１９・２０年度役員推薦名簿������１３

リレーエッセイ	����������１4
活動のまど	 ������������１５
なかまのたより	����������１８

第４８次国会請願	 ���������２０
中村博さんを偲んで	��������２２

事務局から�������������２３

Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
腎
協
規
約　

第
４
章　

総
会

第
15
条
（
総
会
）

総
会
は
、
毎
年
１
回
開
催
し
、
正
会
員
を
も
っ
て
構
成
す

る
。
総
会
で
は
、
①
活
動
経
過
報
告
と
決
算
お
よ
び
会
計
監

査
報
告
の
承
認
②
活
動
方
針
お
よ
び
予
算
の
決
定
③
規
約
の

改
廃
④
役
員
の
選
出
⑤
そ
の
他
会
務
に
関
す
る
事
項
等
を
審

議
決
定
す
る
。

第
1６
条
（
臨
時
総
会
）

正
会
員
の
５
分
の
１
以
上
の
要
求
が
あ
っ
た
と
き
、
ま
た

は
常
任
幹
事
会
が
必
要
と
認
め
た
と
き
は
臨
時
総
会
を
開
催

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
1７
条
（
召
集
）

総
会
は
、
会
長
が
招
集
す
る
。

２　

総
会
を
招
集
す
る
と
き
は
、
会
議
の
日
時
、
場
所
、
目

的
、
及
び
審
議
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
も
っ
て
、
少
な

く
と
も
７
日
前
ま
で
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
1８
条
（
議
長
）

総
会
の
議
長
は
、
そ
の
総
会
に
お
い
て
、
出
席
正
会
員
の

中
か
ら
選
出
す
る
。

第
19
条
（
定
足
数
）

総
会
に
お
い
て
は
正
会
員
の
２
分
の
１
以
上
の
出
席
が
な

け
れ
ば
開
会
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
20
条
（
議
決
）

総
会
の
議
事
は
、
出
席
正
会
員
の
過
半
数
を
も
っ
て
決
し
、

可
否
同
数
の
と
き
は
、
議
長
の
決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
21
条
（
委
任
等
）

や
む
を
得
な
い
理
由
の
た
め
、
総
会
に
出
席
で
き
な
い
正

会
員
は
、
書
面
に
よ
り
表
決
を
委
任
で
き
る
。
こ
の
場
合
前

２
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
総
会
に
出
席
し
た
も
の

と
み
な
す
。

第
22
条
（
議
事
録
）

総
会
の
議
事
に
つ
い
て
は
、
次
の
事
項
を
記
載
し
た
議
事

録
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
１
）
日
時
及
び
場
所

正
会
員
の
現
在
員
数
、
出
席
者
数
及
び
出
席
者
氏
名
（
表

決
委
任
者
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、そ
の
旨
を
付
記
す
る
こ
と
）

（
２
）
審
議
事
項
及
び
決
議
事
項

（
３
）
議
事
の
経
過
の
概
要
及
び
そ
の
結
果

（
４
）
議
事
録
署
名
人
の
選
任
に
関
す
る
事
項

２　

議
事
録
に
は
、
議
長
及
び
そ
の
会
議
に
お
い
て
選
任
さ

れ
た
議
事
録
署
名
人
２
人
以
上
が
、
書
名
、
捺
印
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
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１　

は
じ
め
に

東
腎
協
は
結
成
4７
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
こ
の
間
、「
透
析
医
療
の
普
及
」「
医

療
費
自
己
負
担
の
軽
減
」
を
柱
に
「
命

と
暮
ら
し
を
守
る
」
活
動
に
多
く
の
仲

間
が
賛
同
し
、
２
０
０
３
年
に
は
７
０

０
０
人
を
超
え
る
組
織
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
透
析
医
療
制
度
の
安
定
や
患

者
会
の
魅
力
減
、
患
者
会
役
員
の
高
齢

化
な
ど
の
要
因
で
、
年
間
３
０
０
人
を

超
え
る
会
員
減
少
が
続
き
、
２
０
１
９

年
３
月
末
現
在
約
２
６
０
０
名
の
会
員

と
な
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
、
組
織
の
弱
体
化
問
題
を
中

心
議
題
と
し
て
「
東
腎
協
再
構
築
委
員

会
」
を
立
ち
上
げ
、
議
論
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。
委
員
会
で
は
、
原
点
に
立
ち

返
っ
て
、
定
款
に
よ
る
東
腎
協
が
行
う

事
業
方
針
の
確
認
、
患
者
会
・
患
者
の

課
題
、
社
会
的
課
題
、
資
金
調
達
な
ど

東
腎
協
組
織
の
問
題
を
分
類
し
、
年
度

ご
と
の
達
成
目
標
を
立
て
、
何
と
し
て

も
全
腎
協
、
東
腎
協
の
旗
を
守
る
活
動

を
目
指
し
て
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

（
機
関
誌
Ｎ
Ｏ
．
２
２
４
冬
号
参
照
）

２
０
１
８
年
度
事
業
報
告

（表 ２）２０１７年１２月末　年齢・男女別患者数
日本透析医学会資料

透析年数 男 女 合計 ％

５年未満 １０３，７０６人 4８，７１０人 １５２，4１６人 4７．4％

５ 年以上１０年未満 ５２，５６4人 ２７，０２６人 ７９，５９０人 ２4．８％

１０年以上１５年未満 ２５，１０３人 １５，２９4人 4０，３９７人 １２．６％

１５年以上２０年未満 １３，００７人 ９，２３２人 ２２，２３９人 ６．９％

２０年以上２５年未満 ６，９５８人 ５，５７８人 １２，５３６人 ３．９％

２５年以上３０年未満 ３，６９６人 ３，３１９人 ７，０１５人 ２．２％

３０年以上３５年未満 ２，０７4人 １，９５２人 4，０２６人 １．３％

３５年以上4０年未満 １，１５０人 １，０２１人 ２，１７１人 ０．７％

4０年以上 4７３人 44８人 ９２１人 ０．３％

不明・記載なし １３９人 ６８人 ２０７人

合計 ２０８，８７０人 １１２，６4８人 ３２１，５１８人

年齢別 男 女 合計 ％

６０歳未満 ５０，4５１人 ２１，２９０人 ７１，７4１人 ２２．4％

６０歳以上 ２２，９３５人 １１，１９4人 ３4，１２９人 １０．６％

６５歳以上 ３６，５０２人 １８，６９７人 ５５，１９９人 １７．２％

７０歳以上 ３３，０５９人 １７，５4５人 ５０，６０4人 １５．７％

７５歳以上 ６５，９２３人 4３，９２２人 １０９，８4５人 ３4．１％

合計 ２０８，８７０人 １１２，６4８人 ３２１，５１８人

（表 ３）�２０１７年１２月末　慢性透析療法の
現状

日本透析医学会資料

透析施設数 4，３６０施設 ２4施設増

慢性透析者 ３３4，５０５人 4，８９６人増

通
院
血液透析等 ２９4，９８８人 ８８．２％

腹膜透析等 ８，６4５人 ２．６％

入
院
血液透析等 ２９，７4３人 ８．９％

腹膜透析等 44５人 ０．１％

在宅血液透析 ６８4人 ０．２％

夜間透析 ３１，９１６人 ９．５％

新規導入患者数 4０，９５９人 １，６１５人増

死亡患者数 ３２，５３２人 ７4２人増

導入平均年齢 ６９．７歳 ０．３歳増

患者平均年齢 ６８．4３歳 ２．３歳増

最長透析者 4９年 4 ヶ月

（
１
）
２
０
１
７
年
末
の
慢
性
透
析 

患
者
の
現
状
（
表
１
～
表
３
）

（
全
国
の
慢
性
透
析
患
者
の
特
徴
）

①
２
０
１
７
年
末
慢
性
透
析
患
者
３
３

４
，５
０
５
人（
前
年
比
４
，８
９
６
増
）

②
２
０
１
７
年
末
透
析
患
者
の
高
齢
化

（
平
均
６８
・
４
歳
／
前
年
比
０
・
２
歳
増
）

③
２
０
１
７
年
末
新
規
導
入
患
者
の
高

齢
化
（
平
均
６９
・
６８
歳
／
前
年
比
０
・

２８
歳
増
）

④
２
０
１
７
年
末
の
東
京
の
透
析
患
者

数
は
３
２
，１
５
４
人
（
前
年
比
７
０

０
人
増
）�������������

���������������
���������������
����������������
��������������
���������������
����������������
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（
２
）
透
析
患
者
の
医
療
費
を
め
ぐ
る 

情
勢

①
各
種
医
療
費
助
成
制
度
の
後
退
（
地

方
に
お
け
る
個
人
負
担
増
）

全
国
で
は
、
一
医
療
機
関
の
受
診
に

対
し
月
２
回
以
上
受
診
し
た
場
合
、
１

回
に
つ
き
３
０
０
円
～
５
０
０
円
の
診

療
費
、
薬
代
の
自
己
負
担
が
発
生
し
て

い
ま
す
（
上
限
３
～
５
，
０
０
０
円
）。

東
京
で
も
近
い
将
来
検
討
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
で
し
ょ
う
。

②
高
齢
者
の
高
額
医
療
費
の
引
き
上
げ

２
０
１
７
年
８
月
か
ら
、
高
齢
者
医

療
制
度
の
高
額
医
療
費
が
引
き
上
げ
ら

れ
た
の
を
受
け
、「
障
害
者
医
療
費
助

成
制
度
（
マ
ル
障
）」に
よ
る
自
己
負
担

限
度
額
が
１
２
，０
０
０
円
か
ら
１
４
，

０
０
０
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

③
人
工
透
析
に
関
わ
る
診
療
報
酬
の
改

定
２
０
１
８
年
度
は
診
療
報
酬
の
改
定

が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
の
改
定
で
は
、

透
析
用
監
視
装
置
（
コ
ン
ソ
ー
ル
）
の

台
数
と
そ
の
台
数
に
対
す
る
患
者
数
に

応
じ
た
点
数
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
透

析
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
規
模
に
よ
っ
て
点
数

が
異
な
る
こ
と
に
つ
い
て
、
無
料
送
迎

サ
ー
ビ
ス
の
継
続
や
医
療
ス
タ
ッ
フ
の

人
員
数
な
ど
、
透
析
環
境
に
影
響
が
生

じ
る
の
で
は
な
い
か
等
が
懸
念
さ
れ
る

の
で
、
引
き
続
き
注
視
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

２　

東
腎
協
の
患
者
・
患
者
会
の 

現
状

（
１
）
患
者
、
患
者
会
の
現
状

①
２
０
１
８
年
度
患
者
会
の
動
向
に
つ

い
て昨

年
度
は
１２
件
の
患
者
会
が
解
散
し

ま
し
た
（
新
し
く
出
来
た
患
者
会
は
ゼ

ロ
）。
１
年
間
に
解
散
し
た
件
数
と
し

て
は
過
去
最
多
と
思
わ
れ
ま
す
。
解
散

理
由
の
特
徴
は
、
①
一
人
で
頑
張
っ
て

い
る
役
員
が
何
ら
か
の
事
情
で
動
け
な

く
な
っ
た
、
ま
た
は
亡
く
な
っ
た
。
そ

し
て
あ
と
に
続
く
会
員
さ
ん
が
い
な
い

の
で
解
散
、
と
い
う
ケ
ー
ス
。
②
患
者

会
（
ま
た
は
東
腎
協
）
に
対
し
て
無
理

解
・
非
協
力
的
な
医
療
施
設
の
も
と
で

は
、
患
者
会
の
維
持
・
活
動
は
難
し
い
。

し
か
し
も
う
一
方
で
は
、
患
者
会
（
ま

た
は
東
腎
協
）
に
対
し
て
物
心
両
面
の

手
厚
い
支
援
を
惜
し
ま
な
い
医
療
施
設

の
下
で
あ
っ
て
も
、
必
ず
し
も
患
者
会

の
維
持
は
保
証
さ
れ
な
い
。
患
者
会
の

側
の
力
不
足
の
た
め
に
解
散
と
い
う
ケ

ー
ス
。
こ
の
ケ
ー
ス
は
意
外
に
多
い
。

②
患
者
会
活
動
は
東
腎
協
運
動
の
カ
ナ

メ
２
０
１
８
年
５
月
よ
り
開
始
し
た
再

構
築
委
員
会
の
議
論
の
中
で
、「
患
者

会
支
援
」
も
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

事
務
局
で
は
、
す
ぐ
に
出
来
る
項
目

と
し
て
機
関
誌
送
付
代
行
と
患
者
会
の

現
金
管
理
を
提
案
し
、
す
で
に
現
在
一

部
患
者
会
に
対
し
て
個
々
の
会
員
に
機

関
誌
送
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。
い
ま
患

者
会
が
直
面
し
て
い
る
問
題
を
東
腎
協

全
体
と
し
て
共
有
し
、
患
者
会
運
営
の

経
験
交
流
を
進
め
る
場
を
設
け
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

③
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
の
重
要
性

患
者
会
独
自
の
行
事
や
運
営
が
困
難

に
な
っ
て
き
て
い
る
今
日
、
患
者
会
の

枠
を
超
え
た
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
の
活
動
が

ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

２
０
１
８
年
度
は
各
ブ
ロ
ッ
ク
で
学

習
会
、
交
流
会
、
お
花
見
会
、
料
理
教

室
、
趣
味
の
会
な
ど
多
彩
な
活
動
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ブ
ロ
ッ
ク
の
個
人
会
員

と
患
者
会
会
員
の
交
流
の
場
と
も
な
っ

て
い
て
、
こ
れ
か
ら
の
患
者
会
活
動
の

在
り
方
へ
の
問
題
提
起
と
な
っ
て
い
ま

す
。

３　

２
０
１
８
年
度
の
活
動
報
告

（
１
）
ブ
ロ
ッ
ク
・
青
年
部
・
地
域
腎

友
会
そ
の
他
の
活
動
報
告

□
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
長
（
代
行
）

�

酒
井　

豊

７
月
２２
日
（
日
）
会
員
交
流
会
を
開

催
し
、
透
析
医
療
を
取
り
巻
く
現
状
と

し
て
、
診
療
報
酬
改
定
の
概
要
、
相
次

ぐ
災
害
に
対
し
、
透
析
を
確
保
す
る
た

め
の
対
応
等
の
報
告
を
し
ま
し
た
。
ま

た
東
腎
協
の
会
員
数
・
加
盟
患
者
会
数

減
少
の
状
況
報
告
と
今
後
の
東
腎
協
の

運
営
方
針
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

１１
月
１１
日
（
日
）
に
は
（
医
）
清
湘

会
の
管
理
栄
養
士
の
先
生
方
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
料
理
講
習
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
少
な
い
塩
分
で
美
味
し
い
料

理
に
す
る
調
理
方
法
に
つ
い
て
実
習
し
、

試
食
時
に
は
「
体
力
作
り
と
食
事
～
フ

レ
イ
ル
と
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
に
つ
い
て

～
」
の
講
義
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

１２
月
２
日
（
日
）
中
南
部
ブ
ロ
ッ
ク

と
の
合
同
の
交
流
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

□
中
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
長　
　

須
賀
春
美

９
月
１６
日
個
人
会
員
交
流
会
を
行
い
、

個
人
会
員
同
士
と
理
事
の
交
流
を
深
め
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ま
し
た
。
１２
月
２
日
「
津
軽
三
味
線
と

昼
食
会
」
と
い
う
企
画
で
東
部
ブ
ロ
ッ

ク
と
合
同
で
会
員
交
流
会
を
行
い
ま
し

た
。
初
め
て
の
企
画
で
し
た
が
、
盛
況

で
み
な
さ
ん
と
て
も
楽
し
ん
で
頂
け
ま

し
た
。
２
０
１
８
年
度
は
諸
事
情
に
よ

り
都
合
が
つ
か
ず
正
会
員
会
議
等
行
事

が
あ
ま
り
行
え
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、

２
０
１
９
年
度
は
早
め
に
年
間
計
画
を

決
定
し
、
ひ
と
り
で
も
多
く
の
方
と
活

動
・
交
流
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

□
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
長　
　
　

榊
原
靖
夫

本
年
度
の
「
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
」

は
、
開
催
行
事
は
多
く
は
無
か
っ
た
の

で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
意
義
深
く
内
容
の

充
実
し
た
集
ま
り
で
し
た
。
東
腎
協
が

ブ
ロ
ッ
ク
制
を
敷
い
た
当
初
は
「
勉
強

会
」
や
「
交
流
会
」
が
主
流
で
し
た
が
、

近
年
は
「
正
会
員
会
議
」
が
主
た
る
役

割
を
果
た
す
様
に
な
り
ま
し
た
。

東
腎
協
「
理
事
会
」
と
「
会
員
皆
様
」

と
の
意
志
疎
通
促
進
や
正
確
で
迅
速
な

情
報
伝
達
、
そ
し
て
「
東
腎
協
活
動
」

へ
の
広
範
囲
に
渡
る
意
見
交
換
と
建
設

的
議
論
等
を
通
し
て
各
患
者
会
間
や
正

会
員
様
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

よ
り
深
く
し
て
行
く
事
に
成
果
を
生
ん

で
い
る
と
思
い
ま
す
。

北
部
ブ
ロ
ッ
ク
は
長
く
「
正
会
員
」

を
務
め
て
お
ら
れ
る
方
が
多
く
、
そ
の

た
め
非
常
に
「
正
会
員
」
様
間
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
良
好
だ
と
思
わ
れ

ま
す
。
反
面
、
長
い
だ
け
に
皆
様
高
齢

な
方
も
多
く
、
後
継
者
不
在
に
悩
ま
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
こ
そ
が
解
散
や

休
会
す
る
患
者
会
が
出
る
最
大
の
理
由

で
あ
り
、
こ
の
解
決
こ
そ
が
「
東
腎
協

活
動
」
の
大
き
な
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

□
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
長
（
代
行
）

�

中
野
雄
蔵

２
０
１
８
年
度
は
２
月
３
日
（
日
）

の
新
年
会
や
３
月
３１
日
（
日
）
お
花
見

＆
Ｂ
Ｂ
Ｑ
な
ど
、
患
者
会
会
員
と
個
人

会
員
が
連
携
を
密
に
し
て
共
同
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
、
将
来
の
会
員
全
体
の

交
流
発
展
へ
の
大
き
な
布
石
と
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
２
度
の
正
会

員
会
議
を
通
じ
て
、
患
者
会
の
維
持
継

続
や
活
性
化
に
つ
い
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
内

の
正
会
員
同
士
の
連
携
が
強
く
な
っ
て

き
て
お
り
、
２
０
１
９
年
度
に
期
待
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

学
習
会
は
３
月
１７
日
（
日
）
八
王
子

市
内
の「
八
王
子
ク
リ
エ
イ
ト
ホ
ー
ル
」

で
開
催
さ
れ
4５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
師
は
医
療
法
人
正
賀
会
・
佐
々
木
山

下
医
院
山
下
賀
正
院
長
。
講
演
の
タ
イ

ト
ル
は
、透
析
患
者
の
命
綱
で
あ
る「
シ

ャ
ン
ト
」
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
熱
心

に
勉
強
し
ま
し
た
。
２
０
１
９
年
度
も

会
員
さ
ん
の
興
味
あ
る
企
画
を
立
て
た

い
と
思
い
ま
す
。

□
青
年
部
長

�

永
見
明
子

東
腎
協
青
年
部
と
し
て
の
活
動
は
ほ

と
ん
ど
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
理
事
会

に
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
小
林
副
部

長
他
１
名
が
出
席
し
、
理
事
会
の
資
料

・
内
容
を
部
員
と
共
有
し
ま
し
た
。

今
後
の
課
題
と
し
て
①
全
国
・
関
東

の
青
年
部
と
情
報
を
共
有
し
て
活
動
を

見
直
す
②
青
年
層
の
人
数
把
握
や
情
報

共
有
を
行
い
青
年
部
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

を
構
築
・
管
理
す
る
。
③
青
年
部
の
規

定
の
見
直
し
④
人
材
育
成
を
図
っ
て
い

く
。

（
２
）
Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
腎
協
の
活
動
報
告

①
東
京
都
透
析
医
会
と
の
連
携

２
０
１
８
年
１
月
に
日
本
透
析
医
会

の
東
京
支
部
と
し
て
東
京
都
透
析
医
会

が
発
足
し
ま
し
た
。
そ
し
て
５
月
に
は

災
害
対
策
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
東
京

都
臨
床
工
学
技
士
会
災
害
対
策
委
員
会

と
協
力
し
、
東
京
都
福
祉
保
健
局
や
関

連
団
体
と
連
携
し
災
害
対
策
に
対
す
る

取
り
組
み
を
前
進
さ
せ
ま
し
た
。

表 ３　ブロック・青年部・地域腎友会その他の活動報告
正会員会議 個人会員会議・交流会 学習会・講演会

東部ブロック ７／２２ ７ ／２２個人会員、１２／ ２ 親睦会 １１／１１料理講習会
中南部ブロック ７／２２ ９ ／１６個人会員、１２／ ２ 親睦会
北部ブロック ７／ １、 ２／ ３ ９ ／ ９ 個人会員、 ２／ ３新年会
多摩ブロック ７／２２、 ２ ／ ３ １１／１１個人会員、 ２／ ３新年会（合同）、 ３／３１お花見・BBQ ３ ／１７学習会
青年部 ８／２５全腎協青年部長、 ２／ ３関東ブロック青年部長、 ２／ ９定例会

江戸川区腎友さつき会 ８／ ９区政懇談会、８／２６講演会、１０／ ７ 区民まつり、１１／ 4 バス旅行、１１／２4役員顧問懇談会、
地域自立支援協議会（ ７／１９、１１／ １ ）障害者団体連絡会（ ５／ ８、 ９／２７、１１／ ８ 、 ３ ／１９）

板橋腎友さくら会 １１／ 4 区民公開講座
八王子市地域腎友会 ７／ １第１７回透析サロン
東京歩こう会 4／ １上野、 ８／ ５高尾山、１０／２１新宿御苑、 １／２０錦糸町
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ま
た
、２
０
１
９
年
３
月
１０
日
（
日
）

に
東
京
都
２３
区
区
民
公
開
講
座
～
震
災

に
備
え
て
～
を
開
催
し
、
①
東
京
都
区

部
災
害
時
透
析
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
三
多

摩
地
区
、
医
会
、
技
士
会
の
連
携
に
つ

い
て
、
②
熊
本
地
震
の
報
告
～
そ
の
時

透
析
施
設
は
？
の
テ
ー
マ
で
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
開
催
さ
れ
、
東
腎
協
か
ら
も
多

く
の
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
後
、
東
京
都
透
析
医
会
、
関
連
す

る
他
団
体
と
の
日
常
的
な
連
携
・
情
報

交
換
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

②
東
京
都
予
算
要
請

東
腎
協
の
重
要
な
活
動
で
あ
る
東
京

都
へ
の
２
０
１
９
年
度
予
算
要
請
が
、

８
月
３０
日
（
木
）
都
庁
第
一
本
庁
舎
２６

Ｆ
会
議
室
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

以
下
の
８
つ
の
大
項
目
と
１4
の
小
項
目

（
機
関
誌
「
と
う
じ
ん
き
ょ
う
」
Ｎ
Ｏ
．

２
２
３
秋
号
に
掲
載
）
に
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。

１
．
各
種
医
療
助
成
制
度
等
の
維
持

継
続
に
つ
い
て　

２
．
要
介
護
透
析
者

へ
の
支
援
強
化
に
つ
い
て　

３
．
Ｃ
Ｋ

Ｄ
（
慢
性
腎
臓
病
）
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て　

４
．
腎
臓
病
患
者
の
救
急
医

療
に
つ
い
て　

５
．
透
析
医
療
の
安
全

に
つ
い
て　

６
．
透
析
患
者
へ
の
大
災

害
対
策
に
つ
い
て　

７
．
再
生
医
療
と

臓
器
移
植
に
つ
い
て　

８
．
就
労
支
援

に
つ
い
て

③
都
議
会
各
党
と
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

東
京
都
へ
の
予
算
要
請
の
実
現
の
た

め
、
都
議
会
各
党
派
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

が
７
月
２６
日
（
木
）
に
都
民
フ
ァ
ー
ス

ト
の
会
東
京
都
議
団
、７
月
３１
日
（
火
）

に
都
議
会
公
明
党
。
９
月
６
日
（
木
）

に
都
議
会
自
民
党
、
都
議
会
立
憲
民
主

党
、
日
本
共
産
党
都
議
団
の
各
党
派
と

２０
分
～
３０
分
の
話
し
合
い
が
も
た
れ
、

透
析
患
者
の
実
態
と
要
請
の
内
容
を
説

明
し
、
理
解
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

④
東
腎
協
第
８
回
大
会

６
月
３
日
（
日
）
第
８
回
東
腎
協
大

会
を
東
京
都
障
害
者
福
祉
会
館
で
開
催

し
た
。
参
加
者
は
一
般
会
員
、
賛
助
会

員
、
東
腎
協
役
員
を
合
わ
せ
て
約
１
５

０
名
。
第
１
部
は
東
京
都
疾
病
対
策
課

鈴
木
祐
子
課
長
、
都
議
会
自
民
党
田
村

利
光
議
員
様
、
都
議
会
公
明
党
政
調
会

長
立
花
正
剛
様
、
日
本
共
産
党
東
京
都

議
会
議
員
団
副
幹
事
長
和
泉
な
お
み
様
、

都
議
会
立
憲
民
主
党
政
調
会
長
宮
瀬
英

治
様
の
ご
挨
拶
。
長
期
透
析
者
（
4０
年

５
名
、
３０
年
２4
名
）
の
表
彰
と
２
０
１

７
年
度
会
員
拡
大
優
秀
患
者
会
の
表
彰

を
行
い
ま
し
た
。

第
２
部
は
「
近
未
来
の
透
析
療
法　

小
型
腎
臓
器
開
発
の
現
在
、
未
来
」
を

テ
ー
マ
に
東
京
医
科
大
学
病
院
主
任
教

授
の
菅
野
義
彦
先
生
に
講
演
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
週
１
回
の
透
析
が
現
実

と
な
る
可
能
性
に
つ
い
て
、
積
極
的
な

質
問
が
参
加
者
か
ら
相
次
ぎ
ま
し
た
。

（『
と
う
じ
ん
き
ょ
う
』
Ｎ
Ｏ
．
２
２

２
夏
号
に
講
演
記
録
掲
載
）

⑤
国
会
請
願
運
動

第
4８
次
国
会
請
願
は
２
０
１
９
年
３

月
１4
日
（
木
）
参
議
院
議
員
会
館
講
堂

で
全
国
の
代
表
１
８
１
名
が
参
加
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。
東
腎
協
か
ら
８
名
の

理
事
が
参
加
し
、
東
京
選
出
の
衆
参
国

会
議
員
１０
名
に
請
願
署
名
を
渡
し
ま
し

た
（
全
国
の
紹
介
議
員
は
３
０
０
名
）。

東
京
の
署
名
数
は
全
腎
協
１
０
，９
７

１
筆
（
昨
年
１
３
，８
７
８
筆
）、
募
金

は
７
３
５
，２
１
４
０
円
（
昨
年
１
，１

１
３
，９
１
０
円
）
で
し
た
。
会
員
の

皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

（
３
）
社
会
貢
献
事
業
活
動
報
告

①
第
３８
回
臓
器
移
植
普
及
推
進
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン

２
０
１
８
年
度
の
第
３８
回
臓
器
移
植

普
及
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
１０
月
７

日
（
日
）、
台
風
２５
号
の
影
響
を
受
け
、

真
夏
の
よ
う
な
猛
暑
の
中
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

午
前
の
部
は
１０
時
か
ら
、
東
京
都
、

東
腎
協
役
員
・
会
員
・
東
京
医
大
八
王

子
医
療
セ
ン
タ
ー
の
先
生
や
看
護
師
さ

ん
、
総
勢
３4
名
の
参
加
で
行
わ
れ
、
午

後
の
部
は
、
１２
時
4５
分
か
ら
、
東
京
都

疾
病
対
策
課
鈴
木
祐
子
課
長
、
東
京
女

子
医
大
移
植
者
の
会
（
あ
け
ぼ
の
会
）、

一
般
会
員
参
加
者
を
迎
え
総
勢
６２
名
で

行
い
ま
し
た
。
開
会
式
の
後
、
ノ
ベ
ル

テ
ィ
５
０
０
０
個
（
ド
ナ
ー
カ
ー
ド
入

り
）、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
風
船
６
０
０
個

な
ど
を
道
行
く
人
達
に
配
布
し
ま
し
た
。

昨
年
度
ま
で
、
上
野
公
園
会
場
と
井

の
頭
公
園
会
場
の
２
か
所
で
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
一
か
所
に
集

中
し
て
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
広

く
し
た
テ
ン
ト
の
中
で
、
東
京
医
大
八

王
子
医
療
セ
ン
タ
ー
の
先
生
や
看
護
師

さ
ん
た
ち
の
医
療
相
談
コ
ー
ナ
ー
等
も

あ
り
、
従
来
に
な
く
盛
り
上
が
っ
た
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
と
な
り
ま
し
た
。

②
臓
器
移
植
推
進
グ
リ
ー
ン
リ
ボ
ン
パ

レ
ー
ド

２
０
１
８
年
度
の
臓
器
移
植
推
進
グ

リ
ー
ン
パ
レ
ー
ド
は
、１０
月
１4
日
（
日
）、

明
け
方
の
雨
模
様
も
す
っ
か
り
上
が
っ

た
好
天
気
の
中
で
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
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ま
し
た
。

午
前
１０
時
過
ぎ
か
ら
共
催
団
体
の
全

腎
協
、
東
腎
協
、
心
臓
病
の
子
供
を
守

る
会
、
日
本
移
植
者
協
議
会
、
胆
道
閉

鎖
症
の
子
供
を
守
る
会
、
ニ
ュ
ー
ハ
ー

ト
ク
ラ
ブ
の
方
々
が
約
８０
名
、
日
比
谷

公
園
公
会
堂
横
に
集
合
。
東
腎
協
か
ら

は
約
２０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
そ
し
て

１２
時
か
ら
、
青
山
学
院
大
学
学
友
会
バ

ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部

の
皆
さ
ん
を
先
頭
に
パ
レ
ー
ド
が
始
ま

り
ま
し
た
。
昨
年
は
台
風
で
流
れ
、
グ

リ
ー
ン
リ
ボ
ン
パ
レ
ー
ド
は
６
年
ぶ
り

と
の
こ
と
。
道
行
く
人
た
ち
も
思
わ
ず

立
ち
止
ま
り
、
ド
ナ
ー
カ
ー
ド
入
り
ノ

ベ
ル
テ
ィ
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
受
け
取

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

③
第
３０
回
腎
臓
病
を
考
え
る
都
民
の
集

い
２
月
１０
日
（
日
）
午
後
２
時
か
ら
４

時
半
ま
で
都
民
ホ
ー
ル
（
都
庁
議
会
棟

１
Ｆ
）
で
第
３０
回
腎
臓
病
を
考
え
る
都

民
の
集
い
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者

は
１
１
０
名
（
男
性
4０
名
、
女
性
4９
名
、

関
係
者
２１
名
）
で
し
た
。
主
催
者
を
代

表
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
腎
協
梅
原
秀

孝
会
長
、
共
催
者
と
し
て
、
東
京
都
福

祉
保
健
局
保
健
政
策
部
疾
病
対
策
課
鈴

木
祐
子
課
長
が
挨
拶
し
ま
し
た
。

第
１
部
で
は
、
武
蔵
野
赤
十
字
病
院

副
院
長
安
藤
亮
一
先
生
が
「
慢
性
腎
臓

病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
を
良
く
知
ろ
う
」、
同

病
院
栄
養
課
課
長
原
純
也
先
生
が
「
今

日
か
ら
実
践
！
腎
臓
病
を
守
る
食
事
療

法
の
コ
ツ
」
と
題
し
て
ご
講
演
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
２
部
で
は
、
鈴
木
吏
良
さ
ん
（
元

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー
）
の
司

会
・
進
行
で
、
講
師
の
安
藤
亮
一
先
生
、

原
純
也
先
生
に
質
疑
応
答
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
Ｃ
Ｋ
Ｄ（
慢
性
腎
臓
病
）

に
日
々
不
安
を
抱
え
て
い
る
参
加
者
か

ら
は
、
切
実
な
訴
え
や
疑
問
質
問
が
出

さ
れ
、
両
先
生
か
ら
の
丁
寧
な
回
答
に

参
加
者
も
頷
い
て
い
ま
し
た
。

１１
月
４
日（
日
）、
前
回
参
加
者
へ
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

（
４
）
委
員
会
活
動
報
告

広
報
委
員
会
（
４
名
）　
　

板
橋
俊
司

機
関
誌
「
と
う
じ
ん
き
ょ
う
」
Ｎ
Ｏ
．

２
２
１
～
Ｎ
Ｏ
．
２
２
４
号
を
発
行
し

た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
管
理
更
新
を
行

っ
た
。

行
政
委
員
会
（
７
名
）　
　

古
暮　

宏

委
員
会
は
７
回
開
催
し
、
東
京
都
予

算
要
請
、
各
党
懇
談
会
、
東
京
透
析
医

会
と
の
連
携
な
ど
を
中
心
に
活
動
し
た
。

総
務
委
員
会
（
４
名
）　
　

須
賀
春
美

諸
規
定
の
見
直
し
を
行
い
、
役
員
選

出
規
定
を
改
定
し
た
。

災
害
対
策
委
員
会
（
５
名
）
戸
倉
振
一

９
月
に
東
京
都
透
析
医
会
と
関
連
団

体
が
共
催
し
た
医
療
従
事
者
向
け
の
透

析
災
害
対
策
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
災
害
対
策
に
対
す
る
新
た

な
取
組
み
に
つ
い
て
現
状
把
握
を
し
た
。

１２
月
に
行
わ
れ
た
東
京
都
区
部
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
呼
び
か
け
に
よ
る
、「
災

害
時
の
透
析
医
療
を
ど
う
確
保
す
る

か
」
に
つ
い
て
の
座
談
会
で
は
、
様
々

な
質
問
に
お
答
え
頂
き
、
今
後
の
東
腎

協
の
災
害
対
策
を
考
え
る
上
で
の
有
益

な
情
報
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
。

２
月
に
は
全
腎
協
の
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

災
害
対
策
委
員
会
に
参
加
し
情
報
交
換

を
行
っ
た
。

（
５
）
関
連
す
る
他
団
体
と
の
活
動

全
国
腎
臓
病
協
議
会

５
／
１９
～
２０
・
全
腎
協
大
会
㏌
盛
岡

に
３
名
参
加
、
７
／
１4
～
１５
・
全
国
事

務
局
長
会
議
、
同
青
年
部
長
会
議
、
１１

／
３
～
４
・
通
院
介
護
研
修
会
等
に
参

加
し
た
。

全
腎
協
理
事
に
は
梅
原
、
榊
原
の
両

理
事
を
選
出
し
た
。

全
腎
協
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

７
／
２１
～
２２
日
第
８３
回
関
東
ブ
ロ
ッ

ク
会
議
（
群
馬
）、
１２
／
９
日
第
８4
回

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
、
２
／
２4
日
災
害

対
策
部
会
、
３
／
３
日
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

代
表
者
会
議
等
に
出
席
し
た
。

東
京
難
病
団
体
連
絡
協
議
会

５
／
２７
・
第
１６
回
総
会
に
出
席
し
た
。

ま
た
、
東
難
連
理
事
長
に
は
東
腎
協
の

榊
原
理
事
が
選
出
さ
れ
た
。

板
橋
区
難
病
団
体
連
絡
協
議
会

６
／
１７
・
総
会
、
１１
／
４
・
区
民
公

開
講
座
を
開
催
、
３
／
３
・
区
内
難
病

者
の
集
い
等
を
開
催
し
た
。

（
６
）
そ
の
他
の
活
動

東
京
都
よ
り
「
災
害
備
蓄
米
『
は
ん

ぶ
ん
米
』」
に
つ
い
て
、
２
０
１
８
年

度
は
約
２
５
０
０
０
食
を
無
償
譲
渡
さ

れ
、
東
腎
協
の
指
定
す
る
病
院
施
設
・

患
者
会
・
個
人
会
員
に
配
布
し
た
。
２

０
１
９
年
度
は
６
０
０
０
０
食
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

（
７
）
協
賛
企
業
広
告
掲
載
事
業

協
賛
企
業
広
告
掲
載
事
業
に
は
エ
ル

ピ
ス
、
ベ
ー
タ
食
品
、
丸
大
食
品
、
清

光
会
、
む
つ
み
会
、
自
靖
会
、
新
光
会
、

東
京
曳
舟
病
院
、
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
セ
ン

タ
ー
の
ご
協
力
を
頂
い
た
。



７ No.225／2019年 5 月

２
０
１
９
年
度
事
業
計
画
（
案
）

全
腎
協
結
成
５０
周
年（
２
０
２
１
年

東
腎
協
49
周
年

）を

目
指
し
て
、
持
続
可
能
な
患
者
会
を
作
ろ
う

２６
日
（
土
）
に
は
都
内
で
共
催
団
体
の

交
流
会
を
行
い
ま
す
。

③
東
京
都
へ
の
「
２
０
２
０
年
度
予
算

要
請
」

昨
年
度
と
同
様
に
下
記
の
重
点
項
目

に
絞
り
込
み
、
８
月
に
東
京
都
に
２
０

２
０
年
度
予
算
要
請
を
行
い
ま
す
。
行

政
・
政
策
委
員
会
を
中
心
に
学
習
会
な

ど
を
企
画
し
要
請
内
容
を
さ
ら
に
深
め

ま
す
。

１
．
各
種
医
療
費
助
成
制
度
の
維
持
継

続２
．
要
介
護
透
析
者
へ
の
支
援
強
化

３
．
Ｃ
Ｋ
Ｄ
（
慢
性
腎
臓
病
）
へ
の
取

り
組
み
推
進

４
．
腎
臓
病
患
者
の
救
急
医
療
に
つ
い

て５
．
透
析
医
療
の
安
全
に
つ
い
て

６
．
透
析
患
者
の
大
災
害
時
の
対
策
に

つ
い
て

７
．
再
生
医
療
と
臓
器
移
植
に
つ
い
て

８
．
就
労
支
援
に
つ
い
て

９
．
透
析
非
導
入
・
見
合
わ
せ
に
つ
い

て

④
患
者
に
必
要
と
さ
れ
る
団
体
へ
脱
皮
。

⑤
腎
臓
病
患
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
の
た
め
、

患
者
の
経
験
を
発
信
（
機
関
誌
、Ｈ
Ｐ
）

し
、
社
会
に
注
目
さ
れ
る
団
体
へ
。

⑥
透
析
歴
が
初
期
、
中
期
、
長
期
、
年

代
別
の
交
流
の
機
会
を
増
や
し
ま
す
。

⑦
移
植
者
（
経
験
者
）・
保
存
期
の
患

者
へ
の
活
動
の
輪
を
広
げ
ま
す
。

⑧
透
析
施
設
へ
の
入
会
案
内
ポ
ス
タ
ー

の
掲
示
依
頼
を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。

３　

２
０
１
９
年
度
の
活
動
計
画

（
１
）
社
会
貢
献
事
業

①「
第
３９
回
臓
器
移
植
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

１０
月
６
日
（
日
）
に
上
野
恩
賜
公
園

で
東
京
都
と
共
催
で
開
催
し
ま
す
。
開

催
場
所
を
一
か
所
に
絞
り
、
昨
年
度
を

上
回
る
実
績
を
目
指
し
ま
す
。

②
グ
リ
ー
ン
リ
ボ
ン
パ
レ
ー
ド
の
開
催

１０
月
２７
日
（
日
）
に
東
腎
協
も
参
加

す
る
臓
器
移
植
推
進
連
絡
協
議
会
（
臓

移
連
）
と
、
日
比
谷
か
ら
銀
座
鍜
治
橋

ま
で
「
臓
器
移
植
推
進
グ
リ
ー
ン
リ
ボ

ン
パ
レ
ー
ド
」
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

１　

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰 

で
も
安
心
し
て
透
析
が
受
け 

ら
れ
る
医
療
体
制
の
継
続
を 

目
指
し
て

①
国
へ
の
要
望
の
窓
口
と
し
て
全
腎
協

の
存
続
と

・
身
近
な
地
域
で
透
析
医
療
が
受
け
ら

れ
る
医
療
体
制
の
継
続
。

・
健
康
保
険
に
お
け
る
透
析
医
療
の
患

者
負
担
限
度
額
（
１
～
２
万
円
）
の
助

成
の
継
続
。

・
身
体
障
害
者
手
帳
制
度
の
継
続
。

②
東
京
都
へ
の
要
望
窓
口
と
し
て
東
腎

協
の
存
続

・
健
康
保
険
に
お
け
る
透
析
医
療
の
患

者
負
担
限
度
額（
１
万
円
）の
助
成（
マ

ル
都
）
の
継
続
。

・
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
（
マ

ル
障
）・
福
祉
手
当
の
継
続
。

③
腎
臓
病
患
者
の
社
会
復
帰
・
Ｑ
Ｏ
Ｌ

向
上
に
資
す
る
活
動
と
社
会
貢
献

・
東
京
都
透
析
医
会
災
害
対
策
委
員
会

等
と
の
連
携
・
災
害
対
策

・
Ｃ
Ｋ
Ｄ
（
都
民
の
集
い
）・
臓
器
移

植
対
策
（
臓
器
移
植
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）

・
医
療
機
関
と
の
協
力

・「
腎
疾
患
対
策
検
討
会
報
告
書
」（
Ｈ

３０
・
７
）
～
腎
疾
患
対
策
の
さ
ら
な
る

推
進
目
指
し
て
～

２　

患
者
会
の
存
続
を
目
指
し
て

腎
臓
病
に
関
連
す
る「
社
会
的
課
題
」

「
患
者
が
抱
え
る
問
題
」
解
決
の
た
め

に
患
者
会
を
存
続
さ
せ
て
い
く
た
め
、

必
要
な
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

（
必
要
な
対
策
）

①
患
者
会
運
営
の
支
援
を
し
ま
す
。

②
個
人
会
員
の
会
費
、
企
業
・
団
体
の

協
賛
金
、
寄
付
金
で
安
定
し
た
収
入
を

得
ら
れ
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
ま
す
。

③
個
人
会
員
か
ら
の
人
材
登
用
。
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④
第
４９
次
国
会
請
願
署
名
運
動

全
腎
協
主
催
で
4８
年
続
け
て
き
ま
し

た
「
国
会
請
願
署
名
運
動
」
は
、
今
後

も
取
り
組
む
べ
き
重
要
な
活
動
で
す
。

地
道
に
確
実
に
取
り
組
み
、
国
と
の
パ

イ
プ
を
維
持
す
べ
き
活
動
と
し
て
取
り

組
み
ま
す
。
署
名
運
動
の
取
り
組
み
期

間
は
２
０
１
９
年
１０
月
か
ら
２
０
２
０

年
１
月
ま
で
と
い
た
し
ま
す
。

⑤
腎
臓
病
を
考
え
る
「
都
民
の
集
い
」

の
開
催

広
く
一
般
市
民
に
腎
臓
病
の
早
期
発

見
、
早
期
治
療
を
啓
蒙
す
る
た
め
、
２

０
２
０
年
３
月
に
「
腎
臓
病
を
考
え
る

都
民
の
集
い
」
を
東
京
都
と
共
催
で
開

催
し
ま
す
。
マ
ス
コ
ミ
・
医
療
施
設
・

公
共
施
設
等
へ
の
宣
伝
を
強
化
し
て
、

昨
年
度
を
上
回
る
実
績
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
度
よ
り
始
め
た
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
研
修
は
、
参
加
者
の
評
判
も
良

く
、
会
員
拡
大
の
成
果
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
今
年
度
も
５
月
１２
日
（
日
）
開
催

し
ま
す
。

⑥
首
都
圏
大
災
害
へ
の
対
策

①
東
京
都
透
析
医
会
災
害
対
策
委
員
会

等
と
連
携
し
、
首
都
圏
大
災
害
へ
の
対

策
を
進
め
ま
す
。
と
り
わ
け
、
区
市
町

村
ご
と
に
行
政
や
医
療
機
関
と
連
携
し
、

独
自
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
目
指
し
ま
す
。

②
「
東
腎
協
災
害
対
策
」
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
活
用
し
、
災
害
時
の
対
策
訓
練
な
ど

を
実
施
し
ま
す
。

③
東
腎
協
の
災
害
対
策
と
し
て
「
患
者

会
会
員
名
簿
」
の
更
新
・
作
成
、
災
害

時
緊
急
連
絡
網
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

（
２
）
広
報
活
動

①
機
関
誌
発
行
年
４
回
を
堅
持
す
る

機
関
誌
「
と
う
じ
ん
き
ょ
う
」
を
１
、

５
、
７
、
１０
月
の
４
回
発
行
し
ま
す
。

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
管
理
・
更
新

Ｈ
Ｐ
は
イ
ベ
ン
ト
や
お
知
ら
せ
の
情

報
を
遅
滞
な
く
細
か
く
掲
載
し
、
メ
ー

ル
で
の
問
い
合
わ
せ
や
資
料
請
求
な
ど

に
迅
速
に
対
応
し
ま
す
。
ま
た
、
慢
性

腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
患
者
向
け
の
情
報

を
充
実
し
て
、
個
人
会
員
と
し
て
入
会

を
促
進
し
ま
す
。

③
対
外
的
広
報
活
動
を
強
化
す
る

新
聞
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど
に
東

腎
協
が
主
催
す
る
事
業
の
広
報
活
動
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
医
療
施
設
や
他
団

体
へ
の
情
報
提
供
を
強
化
し
ま
す
。

④
広
報
の
営
業
活
動
を
強
化
す
る

東
腎
協
の
活
動
を
理
解
い
た
だ
き
協

力
い
た
だ
く
、
賛
助
会
員
の
増
加
に
取

り
組
み
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
の
強
化

を
目
指
し
ま
す
。

⑤
慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
患
者
の
入

会
を
強
化
し
ま
す

透
析
前
の
腎
臓
病
患
者
の
入
会
を
強

化
し
、
腎
臓
病
患
者
の
グ
ル
ー
プ
化
を

目
指
し
ま
す
。

（
３
）
組
織
活
動

①
総
会
・
理
事
会
・
正
会
員
会
議

１
．
理
事
会
開
催
は
原
則
的
に
毎
月
開

催
し
ま
す
（
８
、
１２
月
は
必
要
に
応
じ

て
開
催
）。

２
．
三
役
会
議
（
会
長
、
副
会
長
、
事

務
局
長
）
を
毎
月
開
催
し
ま
す
。

３
．
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
、
年
２
回
正
会

員
会
議
を
開
催
し
ま
す
。

②
事
務
局
体
制
の
強
化

事
務
局
強
化
は
事
業
を
活
性
化
す
る

た
め
の
大
き
な
柱
で
す
。
厳
し
い
財
政

事
情
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
有
効
的

な
財
政
運
営
を
心
が
け
、
健
全
財
政
に

向
け
て
努
力
し
ま
す
。

③
ブ
ロ
ッ
ク
体
制
の
強
化

ブ
ロ
ッ
ク
活
動
は
東
腎
協
活
動
の
柱

で
す
。
会
員
・
役
員
の
皆
様
の
ご
協
力

を
得
な
が
ら
組
織
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

④
青
年
部
活
動

全
国
各
県
の
青
年
部
と
情
報
を
共
有

し
、
青
年
層
の
把
握
な
ど
基
本
的
な
活

動
か
ら
見
直
し
て
い
き
ま
す
。

⑤
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
活
動

「
東
京
歩
こ
う
会
」
な
ど
腎
臓
病
患

者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
促
進
す
る
た
め
の
活
動

を
強
化
し
ま
す
。
ま
た
、
文
化
的
で
豊

か
な
生
活
の
質
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

⑥
東
腎
協
第
９
回
大
会

２
０
１
９
年
９
月
１５
日
（
日
）
に
東

腎
協
第
９
回
大
会
を
行
い
ま
す
。
長
期

透
析
者
（
4０
年
、
３０
年
）
の
表
彰
や
記

念
講
演
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

（
４
）
そ
の
他
の
事
業
活
動

①
関
連
す
る
他
団
体
と
の
共
同
事
業
を

積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

②
（
一
社
）
全
腎
協
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
難
連

と
協
力
し
、
不
特
定
多
数
の
一
般
市
民

に
腎
臓
病
に
つ
い
て
広
く
啓
蒙
活
動
を

行
い
ま
す
。

③
福
祉
・
移
送
相
談
推
進
事
業
、
腎
臓

病
患
者
の
食
事
療
法
に
関
す
る
事
業
な

ど
を
行
い
ま
す
。
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２０１9／２０２０年度役員推薦名簿
氏名 患者会 再・新 所属

１ 戸倉　振一 森山友の会 再 東　部
２ 金井　信憲 新江東橋クリニック 再 東　部
３ 酒井　　豊 菊川橋クリニック腎友会 再 東　部
4 野口　忠男 清湘会記念病院腎友会 新 東　部
５ 榊原　靖夫 高中腎友会 再 北　部
６ 鈴木　明彦 高中腎友会 再 北　部
７ 三好かおり 高松病院腎友会 再 北　部
８ 長澤　　浩 あかまつ透析クリニック患者会 新 北　部
９ 古暮　　宏 腎内科クリニック世田谷患者友の会 再 中南部
１０ 須賀　春美 虎の門・高津会 再 中南部
１１ 松本　茂利 個人会員 再 中南部
１２ 長井久美子 個人会員 再 中南部
１３ 梅原　秀孝 府中けやき会 再 多　摩
１4 中野　雄蔵 織本病院腎友会 再 多　摩
１５ 板橋　俊司 日野クリニック腎友会 再 多　摩
１６ 村越　京子 八王子東町クリニック桑の実会 再 多　摩
１７ 山田　裕美 あけぼの東腎会サルビア 再 多　摩
１８ 福地　恵子 あけぼの東腎会サルビア 新 多　摩
１９ 小林　正和 昭島腎クリニックひまわり会 新 多　摩
２０ 関口　新一 国分寺こやま腎友会 新 多　摩
２１ 横溝久美子 長久保ハナミズキ会 新 多　摩

区東部 4名、区北部 4名、区中南部 4名、多摩部 ９名

２０１9／２０年度監事推薦名簿
１ 山口　　登 個人会員 再 多　摩

２０１８年度退任理事／監事名簿
理事 齊藤　和巳 八王子東町クリニック桑の実会 多　摩
理事 杉崎憲三郎 個人会員 多　摩
理事 永見　明子 井の頭クリニック腎友会 多　摩
理事 住安　　重 新小岩クリニック友の会 東　部
理事 中村　　博 新葛友の会 東　部
理事 白坂　徹夫 個人会員 北　部
監事 糸賀　久夫 個人会員 中南部

２０１９年 4 月２１日現在
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原
因
と
発
病
時
期
は
不
明
…

雪
国
の
青
森
で
自
覚
症
状
の
な
い
ま
ま

い
つ
の
頃
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
職

場
の
健
康
診
断
で
タ
ン
パ
ク
尿
と
微
量

の
血
尿
が
見
つ
か
り
、
そ
の
後
年
１
回

の
経
過
観
察
を
要
す
る
程
度
で
、
タ
ン

パ
ク
尿
等
の
所
見
は
あ
る
も
の
の
腎
機

能
は
正
常
に
働
き
、
心
配
す
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
長
い
間
タ
ン
パ
ク
尿
と
微

量
の
血
尿
は
続
き
、
当
時
の
医
師
か
ら

腎
生
検
を
す
す
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、「
Ｎ
ｏ
ｎ
Ｉ
ｇ
Ａ
腎
症
」
と
の

こ
と
で
服
薬
に
よ
る
治
療
が
始
ま
り
、

扁
桃
腺
摘
出
術
、
副
腎
皮
質
ス
テ
ロ
イ

ド
ホ
ル
モ
ン
に
よ
る
治
療
を
行
い
、
自

覚
症
状
の
な
い
ま
ま
あ
っ
と
い
う
間
に

「
慢
性
腎
不
全
」
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
あ
る
日
、
医
師
よ
り

『
須
藤
さ
ん
、
１
年
以
内
に
透
析
に
な

る
で
し
ょ
う
』
と
…
。

取
手
方
式
で
の
治
療
開
始
…

椎
貝
ク
リ
ニ
ッ
ク

当
時
の
医
師
か
ら
取
手
方
式
に
よ
る

治
療
が
成
果
を
上
げ
て
い
る
旨
の
情
報

が
提
示
さ
れ
、
椎
貝
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
の

セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
を
受
け
る
こ
と

を
決
意
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
取
手
方

式
を
取
り
入
れ
、
青
森
か
ら
取
手
ま
で

２
～
３
カ
月
毎
に
通
院
す
る
よ
う
に
な

り
、
血
液
検
査
や
２4
時
間
蓄
尿
の
検
査

デ
ー
タ
を
も
と
に
食
事
指
導
等
を
徹
底

し
、
医
師
と
患
者
が
情
報
を
共
有
し
た

上
で
治
療
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

当
時
、
私
は
総
合
職
と
し
て
出
張
や

残
業
も
多
く
、
さ
ら
に
仕
事
上
外
食
も

あ
り
、
良
い
環
境
に
あ
る
と
は
言
え
な

い
生
活
を
お
く
っ
て
い
ま
し
た
が
、
医

師
か
ら
の
指
導
内
容
に
つ
い
て
は
忠
実

に
実
践
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
私
の

腎
臓
は
１
年
以
内
の
透
析
導
入
を
宣
告

さ
れ
て
か
ら
、
約
１０
年
間
頑
張
り
続
け

ま
し
た
。

腹
膜
透
析
導
入
を
決
意
…

２
０
１
５
年
８
月
東
京
へ
転
居

２
０
１
６
年
１２
月
私
の
腎
臓
は
悪
化

し
、
と
う
と
う
透
析
を
迎
え
入
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
時
期
が
き
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
３
つ
の
選
択
肢
を
考
え
ま
し
た
。

ま
ず
、「
腎
移
植
」
を
考
え
ま
し
た
。

こ
れ
に
は
時
間
を
要
し
た
が
、
結
果
的

に
は
ド
ナ
ー
が
い
な
か
っ
た
た
め
断
念
。

次
に
、「
血
液
透
析
」
か
「
腹
膜
透
析
」

否
か
…
。
最
終
的
に
私
は
自
宅
で
自
分

自
身
が
行
い
管
理
し
、
血
液
透
析
と
比

べ
拘
束
さ
れ
る
時
間
が
少
な
く
、
食
事

や
水
分
制
限
が
い
く
ぶ
ん
緩
や
か
な
腹

膜
透
析
を
選
択
し
ま
し
た
。

腹
膜
透
析
導
入
…

日
本
赤
十
字
社
医
療
セ
ン
タ
ー（
広
尾
）

腹
膜
透
析
の
優
れ
た
実
績
の
あ
る
広

尾
の
日
本
赤
十
字
社
医
療
セ
ン
タ
ー
で

の
導
入
を
決
意
し
ま
し
た
。

日
本
赤
十
字
社
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、

医
師
、
看
護
師
、
臨
床
心
理
士
、
栄
養

士
、
薬
剤
師
、
健
康
運
動
指
導
士
な
ど

多
職
種
の
医
療
チ
ー
ム
で
構
成
さ
れ
、

患
者
を
中
心
に
連
携
が
良
く
取
ら
れ
て

お
り
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
専
門
的
な
相

談
が
で
き
、
ど
の
分
野
の
ス
タ
ッ
フ
も

患
者
に
対
し
て
親
切
丁
寧
に
行
き
届
い

た
対
応
を
し
て
く
れ
ま
す
。
私
は
、
医

師
を
始
め
各
分
野
の
ス
タ
ッ
フ
の
指
導

等
に
つ
い
て
は
、
情
報
を
共
有
し
な
が

ら
、
病
気
と
上
手
に
付
き
合
っ
て
い
こ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

腹
膜
透
析
導
入
後

２
０
１
７
年
１
月
に
腹
膜
透
析
導
入

後
、
長
い
間
の
夢
で
あ
っ
た
専
門
的
に

料
理
を
学
び
た
い
と
、
そ
れ
ま
で
勤
め

て
い
た
職
場
を
２
０
１
８
年
３
月
末
で

退
職
し
、
同
年
４
月
調
理
師
専
門
学
校

に
入
学
、
調
理
学
や
栄
養
学
等
を
１
年

間
学
び
今
年
３
月
に
卒
業
し
ま
し
た
。

３
月
１９
日
よ
り
、
東
京
腎
臓
病
協
議

会
に
採
用
と
な
り
現
在
に
至
り
ま
す
。

最
後
に

東
京
腎
臓
病
協
議
会
へ
の
入
局
は
、

私
の
新
た
な
人
た
ち
と
の
出
会
い
、
共

に
活
動
す
る
こ
と
を
通
じ
て
私
自
身
も

学
び
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
一
日
で
も
早
く
お
役
に
立
て
る

よ
う
努
力
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

透
析
２
年

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
腎
協
事
務
局
員

須
藤	
幸
子
さ
ん
（
す
と
う 

さ
ち
こ
）

リ
レ
ー

 
エッセ
イ
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多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
学
習
会
を
参
加
者
4５

名
が
集
ま
り
、
３
月
１７
日
（
日
）
午
後

１
時
３０
分
か
ら
八
王
子
市
内
の
「
八
王

子
ク
リ
エ
イ
ト
ホ
ー
ル
」
の
１１
階
視
聴

覚
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。講
師
は「
山

下
賀
正
（
の
り
ま
さ
）
先
生
」（
佐
々

木
山
下
医
院
院
長
）。
講
演
の
タ
イ
ト

ル
は
、
透
析
患
者
の
命
綱
で
あ
る
「
シ

ャ
ン
ト
・
ト
ラ
ブ
ル
」。

講
演
に
先
立
ち
、
梅
原
会
長
が
開
会

の
挨
拶
。
続
い
て
、
司
会
の
中
野
理
事

か
ら
、
山
下
先
生
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
が

紹
介
さ
れ
、
講
演
に
入
り
ま
し
た
。

先
生
は
、
延
べ
８
０
０
０
人
の
患
者

の
診
察
に
携
わ
っ
て
き
て
お
り
、
現
在

も
年
間
１
０
０
０
人
に
及
ぶ
「
シ
ャ
ン

ト
・
ト
ラ
ブ
ル
」
の
診
察
・
診
断
・
手

術
を
こ
な
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら

の
実
績
を
通
じ
て
培
わ
れ
た
豊
富
な
知

見
を
も
と
に
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
駆

使
し
、
映
像
や
具
体
例
を
上
げ
な
が
ら

約
１
時
間
３０
分
に
わ
た
り
熱
弁
を
ふ
る

わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
メ
モ
を
と

り
な
が
ら
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。
講
演
終
了
後
、
質
疑
応
答
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
最
後
に
、
板
橋
事
務
局
長

が
今
後
の
行
事
の
説
明
を
含
め
閉
会
の

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
ハ
プ
ニ
ン
グ
。
山
下
先
生
か

ら
「
希
望
者
方
、
腕
の
シ
ャ
ッ
ト
の
状

態
を
診
察
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
」
と
の

好
意
の
申
し
出
が
あ
り
、
約
１
時
間
に

わ
た
り
先
生
の
診
察
を
受
け
る
機
会
に

恵
ま
れ
、
参
加
者
の
列
が
続
き
ま
し
た
。

〝
山
下
先
生
！　

本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。〟
午
後
４
時
過
ぎ
に

す
べ
て
の
行
事
を
終
え
散
会
と
な
り
ま

し
た
。

多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
主
催
の
会
員
交
流
懇

親
会
が
、
３
月
３１
日
（
日
）
１１
時
よ
り

２
月
３
日
（
日
）
午
前
１１
時
よ
り
、

ル
ノ
ア
ー
ル
巣
鴨
店
に
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
参
加
者
は
理
事
も
含
め
て
１２
名
。

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
東
腎
協
の
現
状

や
会
員
減
少
、
各
自
患
者
会
の
報
告
等

話
し
合
い
を
し
ま
し
た
。
ど
こ
の
患
者

会
も
抱
え
て
い
る
問
題
は
一
緒
で
、
正

会
員
の
方
を
悩
ま
せ
て
い
ま
す
。

午
後
２
時
か
ら
は
場
所
を
変
え
て
、

新
年
会
を
開
き
ま
し
た
。

ル
ノ
ア
ー
ル
か
ら
徒
歩
数
分
に
あ
る

「
す
し
常
」
で
、
正
会
員
会
議
に
出
席

さ
れ
た
方
全
員
と
遅
れ
て
来
た
方
が
加

わ
り
１３
名
で
行
い
ま
し
た
。

ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
に
プ
ラ
ス
一
品
を

多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
長
代
行　

中
野
雄
蔵

「
シ
ャ
ン
ト
・
ト
ラ
ブ
ル
」

多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
学
習
会

北
部
ブ
ロ
ッ
ク

北
部
ブ
ロ
ッ
ク　

三
好
か
お
り

多
摩
ブ
ロ
ッ
ク　

中
野
雄
蔵

正
会
員
会
議
＆
新
年
会

お
花
見
＆
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

多
摩
ブ
ロ
ッ
ク

つ
け
、
乾
杯
で
始
ま
り
ま
し
た
。
テ
ー

ブ
ル
が
２
つ
に
別
れ
て
い
ま
し
た
が
、

そ
れ
ぞ
れ
話
が
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し

た
。
正
会
員
会
議
で
は
話
さ
な
い
事
等
、

周
り
の
人
と
意
見
交
換
を
し
な
が
ら
、

交
流
を
一
段
と
深
め
ま
し
た
。

多摩ブロック「シャント・トラブル」の学習会

北部ブロック正会員会議
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国
立
昭
和
記
念
公
園
に
て
桜
満
開
の
下

で
「
お
花
見
＆
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

中
野
ブ
ロ
ッ
ク
長
（
代
行
）
に
よ
る

乾
杯
、
梅
原
会
長
の
開
会
あ
い
さ
つ
の

後
、
参
加
者
１５
名
全
員
の
自
己
紹
介
で

お
花
見
＆
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
は
始
ま
り
ま

し
た
。

天
候
は
前
日
ま
で
の
雨
模
様
が
す
っ

か
り
上
が
り
、
絶
好
の
花
見
日
和
で
し

た
。
テ
ン
ト
を
張
り
、
ま
た
、
グ
リ
ル
、

テ
ー
ブ
ル
、
椅
子
も
完
備
し
た
中
で
、

日
本
酒
や
お
茶
な
ど
を
飲
み
な
が
ら
、

豚
ロ
ー
ス
・
バ
ラ
肉
・
野
菜
（
ピ
ー
マ

ン
・
人
参
・
南
瓜
・
キ
ャ
ベ
ツ
）
を
炭

火
で
焼
き
、
最
後
に
ア
ル
ミ
板
で
焼
き

そ
ば
を
作
り
、
炭
火
の
香
ば
し
さ
を
感

じ
な
が
ら
、
美
味
し
く
頂
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

今
回
の
参
加
者
に
は
、
家
族
同
伴
の

方
も
参
加
さ
れ
、
満
開
の
桜
を
見
な
が

ら
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
通
し
て
透
析
の

悩
み
や
自
分
が
感
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
、

会
員
同
志
や
ご
家
族
の
方
が
情
報
交
換

し
あ
い
、
交
流
を
深
め
、
楽
し
い
一
日

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
患
者
会
交
流
懇
親
会
を
通
し

て
、
同
じ
腎
臓
病
（
透
析
等
）
の
仲
間

に
相
談
し
て
、
誰
か
に
話
を
し
、
共
有

す
る
こ
と
に
よ
り
、
若
干
と
も
心
が
楽

に
な
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
に
多

く
の
会
員
の
方
や
ご
家
族
の
方
々
に
参

加
し
て
頂
き
、
会
員
の
方
々
が
よ
り
元

気
な
毎
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

２
月
３
日
（
日
）
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
正

会
員
会
議
（
１０
時
か
ら
立
川
ア
イ
ム
）

と
新
年
会
（
１２
時
か
ら
立
川
南
口
や
る

き
茶
屋
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
正
会
員

会
議
は
１4
名
、
新
年
会
は
個
人
会
員
も

含
め
て
１９
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

正
会
員
会
議
は
中
野
ブ
ロ
ッ
ク
長

（
代
行
）
の
司
会
進
行
で
始
ま
り
、
梅

原
東
腎
協
会
長
の
あ
い
さ
つ
、
板
橋
事

務
局
長
の
活
動
報
告
と
東
腎
協
を
巡
る

情
勢
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

午
後
か
ら
の
新
年
会
は
、
患
者
会
会

員
と
個
人
会
員
の
初
め
て
の
合
同
企
画

で
し
た
が
、
普
段
な
か
な
か
話
す
こ
と

の
な
い
会
員
同
士
で
、
多
少
の
ア
ル
コ

ー
ル
も
入
っ
て
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

機
関
誌
１
月
号
で
ご
案
内
い
た
し
ま

し
た
、
東
京
都
区
部
災
害
時
透
析
医
療

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
以
下
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

最
後
に
、中
野
ブ
ロ
ッ
ク
長
（
代
行
）

か
ら
、
３
月
１７
日
の
「
シ
ャ
ン
ト
」
学

習
会
、
３
月
３１
日
の
お
花
見
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
の
案
内
が
あ
り
閉
会
と
な
り
ま
し

た
。

正
会
員
会
議
＆
新
年
会

多
摩
ブ
ロ
ッ
ク

東
京
都
２３
区
区
民
公
開
講

座
～
震
災
に
備
え
て
～

災
害
対
策
委
員
長　

戸
倉
振
一

満開の桜の下で（多摩ブロック）

バーベキューとお酒で盛りあがる（多摩ブロック）

多
摩
ブ
ロ
ッ
ク　

中
野
雄
蔵

個人会員さんも参加して乾杯（多摩ブロック）
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冊
子
が
配
布
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
こ

れ
に
つ
い
て
は
、

全
会
員
分
の
増
刷

を
し
て
い
た
だ
け

る
と
の
こ
と
で
す

の
で
後
日
配
布
す

る
予
定
で
す
。

ク
）、東
京
都
透
析
医
会
（
以
下
、医
会
）、

中
外
製
薬
株
式
会
社
共
催
に
よ
る
「
東

京
都
２３
区
、
区
民
公
開
講
座
～
震
災
に

備
え
て
～
」
が
３
月
１０
日
（
日
）
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
災
害
に
対
す
る
関
心

は
高
く
定
員
４
０
０
名
の
会
場
が
医
療

関
係
者
、
患
者
で
満
員
で
し
た
。
参
加

さ
れ
た
皆
様
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

当
日
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
世
話

人
の
酒
井
謙
先
生
の
開
会
挨
拶
に
始
ま

り
、
医
会
会
長
の
安
藤
亮
一
先
生
、
東

京
都
臨
床
工
学
技
士
会
（
以
下
、
技
士

会
）
災
害
対
策
委
員
長
の
岡
本
裕
美
先

生
の
挨
拶
の
あ
と
、
２
つ
の
テ
ー
マ
の

講
演
と
質
疑
応
答
が
あ
り
ま
し
た
。

講
演
１
は
医
会
災
害
対
策
委
員
長
の

花
房
規
男
先
生
が
司
会
で
、
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
代
表
世
話
人
の
菊
地
勘
先
生
に
よ

る
「
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
た
東
京
都
区

部
災
害
時
透
析
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

取
り
組
み
～
三
多
摩
地
区
、
医
会
、
技

士
会
と
の
連
携
に
つ
い
て
～
」
と
い
う

テ
ー
マ
の
講
演
で
し
た
。

平
成
３０
年
１
月
に
医
会
が
発
足
し
、

５
月
に
医
会
に
災
害
対
策
委
員
会
が
設

置
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
区
部
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
三
多
摩
腎
疾
患
治
療
医
会

の
災
害
時
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
ま
た
技
士

会
災
害
対
策
委
員
会
が
一
体
と
な
っ
て

連
携
し
、
東
京
都
福
祉
保
健
局
を
は
じ

め
関
連
機
関
と
協
議
を
し
て
、
災
害
対

策
に
対
す
る
取
り
組
み
を
進
展
さ
せ
て

い
る
こ
と
、
災
害
時
の
診
療
可
能
状
況

等
の
把
握
の
方
法
と
患
者
へ
の
情
報
の

伝
達
方
法
、
災
害
時
に
お
け
る
透
析
医

療
確
保
の
支
援
要
請
の
流
れ
、
患
者
の

自
助
と
し
て
最
も
重
要
と
考
え
ら
れ
る

災
害
時
の
食
事
管
理
と
備
蓄
、
緊
急
離

脱
の
実
技
の
動
画
等
の
紹
介
が
あ
り
ま

し
た
。

講
演
２
は
、
医
療
法
人
如
水
会
嶋
田

病
院
理
事
長
の
嶋
田
英
敬
先
生
に
よ
る

「
熊
本
地
震
の
報
告　

～
そ
の
と
き
透

析
施
設
は
！？
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
熊

本
地
震
で
ご
苦
労
さ
れ
た
こ
と
や
、
さ

ま
ざ
ま
な
教
訓
に
つ
い
て
お
話
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

な
お
、
当
日
は
資
料
と
し
て
、
１２
月

に
行
わ
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
世
話

人
の
酒
井
先
生
、
菊
池
先
生
と
東
腎
協

が
行
っ
た
座
談
会
の
要
旨
を
ま
と
め
た

Ｊ
Ｒ
錦
糸
町
駅
北
口
広
場
に
集
っ
た

２７
名
で
、
記
念
撮
影
。
１０
時
過
ぎ
最
初

の
目
的
地
に
向
け
て
出
発
。

錦
糸
町
駅
北
口
周
辺
に
広
が
る
「
錦

糸
公
園
」
を
抜
け
て
「
天
神
橋
」
を
渡

り
、
亀
戸
天
神
社
に
。
各
自
散
策
後
、

次
の
目
的
地
「
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
」

に
。
押
上
駅
に
続
く
道
に
隊
列
を
な
し

て
３０
分
程
進
む
と
「
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ

ー
」
の
威
容
が
姿
を
現
す
。

こ
こ
で
１５
分
程
休
憩
し
、
隅
田
川
に

架
か
る
「
言
問
橋
」
か
ら
「
吾
妻
橋
」

を
目
指
し
、
橋
を
右
折
し
、
浅
草
寺
雷

門
前
だ
。
浅
草
寺
は
、
東
京
都
内
最
古

の
寺
で
山
号
は
「
金
龍
山
」。

昼
食
は
浅
草
寺
雷
門

日
曜
日
と
も
重
な
り
外
国
語
が
飛
び

交
う
雷
門
前
の
混
雑
。
お
店
探
し
も
、

一
苦
労
。

１
時
３０
分
、
両
国
目
指
し
て
出
発
。

当
日
は
、
大
相
撲
初
場
所
の
中
日
。
大

勢
の
相
撲
フ
ァ
ン
で
溢
れ
て
い
た
。
途

中
１
名
の
方
が
帰
っ
た
が
、
他
全
員
無

事
故
で
予
定
の
行
程
を
歩
き
終
着
点
に

到
着
。
再
会
を
約
し
解
散
と
な
っ
た
。

第
４
回「
東
京
歩
こ
う
会
」

１
月
２０
日
（
日
）

隅
田
川
界
隈

東京23区区民公開講座

座談会パンフレット
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第
５
回
「
歩
こ
う
会
」

４
月
７
日
（
日
）
深
大
寺
へ

三
好
か
お
り

「
歩
こ
う
会
」
世
話
人

絶
好
に
恵
ま
れ
、
無
風
状
態
、
気
候

も
良
く
、
最
高
の
お
散
歩
日
和
。
ち
ょ

っ
と
歩
く
と
ジ
ワ
リ
と
汗
ば
む
く
ら
い

に
、
途
中
上
着
を
ぬ
ぐ
人
も
増
え
た
。

参
加
者
は
幼
児
一
名
、
小
学
生
一
名
を

含
む
３4
名
。
幼
児
の
子
が
い
る
と
場
が

和
む
。
こ
の
子
は
今
回
で
２
回
目
の
参

加
で
あ
る
。
初
参
加
の
方
も
数
名
い
ら

し
た
。
腎
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
世
田
谷
の

菅
沼
先
生
も
。
又
、
看
護
師
の
白
岩
さ

ん
、
黒
川
さ
ん
も
参
加
し
て
頂
き
、
何

が
起
き
て
も
心
強
い
状
態
。

十
時
に
調
布
駅
を
出
発
し
、
水
木
し

げ
る
ロ
ー
ド
で
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎
の
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
像
を
探
し
、
中
に
は
話
に

け
、
大
温
室
に
行
く
人
、
ベ
ン
チ
に
座

っ
て
休
憩
し
な
が
ら
交
流
す
る
人
、
各

々
自
由
に
過
ご
し
た
。
温
室
に
行
っ
た

人
の
中
に
は
中
が
暑
く
て
出
て
き
て
し

ま
っ
た
。「
外
の
方
が
気
持
ち
い
い
よ

ね
」
と
木
陰
の
ベ
ン
チ
に
腰
を
下
ろ
し

た
。
幼
児
の
子
は
、
こ
こ
ぞ
と
ば
か
り

に
走
り
回
っ
て
い
た
。
植
物
園
の
深
大

寺
門
か
ら
出
て
深
大
寺
脇
の
人
混
み
を

通
り
抜
け
て
、
鬼
太
郎
茶
屋
向
か
い
の

広
場
へ
。
迷
子
に
な
ら
な
い
様
、
幼
児

の
子
は
先
頭
の
案
内
役
の
後
ろ
を
ぴ
っ

た
り
と
付
い
て
歩
い
て
い
た
。

歩
こ
う
会
は
こ
こ
で
終
了
、
解
散
と

な
っ
た
。
数
人
ず
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

夢
中
に
な
っ
て
探
せ
な
か
っ
た
方
も
い

た
。
布
多
天
神
社
で
は
、
鬼
太
郎
が
住

ん
で
い
る
か
も
し
れ
な
い
森
を
見
た
。

立
入
禁
止
の
看
板
が
あ
る
の
だ
が
、
間

違
っ
て
入
る
と
警
告
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
流

れ
る
よ
う
だ
。

野
川
沿
い
は
、
桜
が
満
開
。
見
ご
ろ

が
過
ぎ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
心
配

し
て
い
た
が
、
寒
い
日
が
続
い
た
お
か

げ
で
が
、
見
事
な
桜
を
見
る
事
で
き
た
。

目
の
高
さ
ま
で
垂
れ
下
が
っ
た
枝
も
多

く
、
き
れ
い
な
桜
並
木
で
あ
っ
た
。
歩

き
な
が
ら
も
写
真
を
撮
る
人
が
多
か
っ

た
。
川
岸
で
は
、
地
元
の
人
達
だ
ろ
う

か
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
い
い
匂
い
を
さ

せ
て
お
花
見
を
し
て
い
る
人
や
、
対
岸

に
渡
る
大
き
な
石
を
子
供
た
ち
が
楽
し

そ
う
に
渡
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
横
目
に

我
々
は
歩
き
花
見
で
あ
る
。

神
代
植
物
園
ま
で
は
緩
や
か
な
坂
道

を
ゆ
っ
く
り
歩
い
た
。
幼
児
に
は
遅
く

感
じ
た
の
か
走
っ
て
行
き
、
交
差
点
で

止
ま
っ
て
後
ろ
を
振
り
返
り
、「
速
く
」

と
呼
び
か
け
る
こ
と
を
何
度
か
繰
り
返

し
て
い
た
。「
元
気
だ
な
あ
」
と
い
う

声
が
聞
こ
え
て
い
た
。

神
代
植
物
園
で
は
、
歩
い
た
所
に
は
、

桜
と
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
咲
い
て
い
た
が

バ
ラ
や
つ
つ
じ
が
咲
く
季
節
に
は
早
す

ぎ
た
。
園
内
で
自
由
行
動
を
一
時
間
設

投
稿
の
お
願
い　

編
集
委
員
会
で
は

会
員
の
皆
様
か
ら
の
投
稿
を
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。「
な
か
ま
の
た

よ
り
」
に
投
稿
の
方
、
旅
行
、
趣
味
、

食
事
会
、
サ
ー
ク
ル
活
動
等
内
容
を

問
い
ま
せ
ん
の
で
何
で
も
お
寄
せ
下

さ
い
。

　

☎
０
３
―
３
９
４
４
―
４
０
４
８

　

E-m
ail　

kikannshi@
toujin.jp

か
れ
て
有
名
な
お
蕎
麦
を
食
べ
に
行
っ

た
。
な
お
「
お
蕎
麦
」
だ
け
食
べ
た
い

と
い
う
方
が
合
流
し
た
と
い
う
事
も
あ

っ
た
。

午
後
は
希
望
者
の
み
の
参
加
で
、
８

名
だ
っ
た
。
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
一
時
間
程
度

散
策
。
深
大
寺
の
名
前
の
由
来
、
蕎
麦

が
有
名
に
な
っ
た
成
り
行
き
、
天
台
宗

へ
の
改
宗
、
句
碑
等
々
で
あ
る
。

神代植物公園

お
知
ら
せ

第
６
回
歩
こ
う
会

次
回
は
６
月
１６
日
（
日
）

皇
居
及
び
周
辺
を
予
定
し
て
い
ま
す

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
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去
る
３
月
１4
日
（
木
）
参
議
院
会
館

講
堂
に
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
す
べ
て

の
地
域
の
患
者
代
表
１
８
１
名
が
集
ま

り
「
腎
疾
患
総
合
対
策
」
の
早
期
確
立

を
求
め
る
集
い
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

請
願
内
容
は

１
．
腎
臓
病
の
早
期
発
見
・
重
症
化
予

防
に
向
け
た
総
合
対
策
を
行
う
事
。

１
．
腎
臓
病
患
者
に
必
要
な
介
護
支
援

と
介
護
保
険
制
度
の
検
討
を
す
る
事
。

１
．
通
院
困
難
な
透
析
患
者
の
通
院
保

障
体
制
と
必
要
な
時
に
入
所
・
入
居
で

き
る
施
設
の
整
備
す
る
事
。

１
．
大
災
害
時
の
国
・
地
方
自
治
体
が

連
携
し
た
人
工
透
析
治
療
体
制
の
整
備

す
る
事
。

１
．
腎
移
植
の
推
進
及
び
腎
再
生
医
療

の
研
究
促
進
す
る
事
。

集
会
で
は
全
腎
協
会
長
の
挨
拶
に
続

き
、
衆
参
国
会
議
員
２4
名
の
来
賓
挨
拶

が
行
わ
れ
、
ま
た
、
議
員
秘
書
６4
名
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
請
願
署
名
５
２
５
，
３
１

２
筆
（
東
腎
協
１
０
９
，
１
７
１
筆
）

を
各
地
域
代
表
が
衆
参
国
会
議
員
３
０

０
名
の
紹
介
議
員
室
を
訪
問
、
請
願
主

旨
を
説
明
し
、
請
願
書
を
手
渡
し
ま
し

た
。

５
年
連
続
、
両
院
で
採
択

請
願
書
は
紹
介
議
員
か
ら
衆
参
両
院

議
長
へ
提
出
さ
れ
、
そ
の
後
、
両
院
の

厚
生
労
働
委
員
会
で
審
議
・
採
決
後
、

衆
参
両
院
本
会
議
に
ま
わ
さ
れ
、
採
決

さ
れ
る
予
定
で
す
。
過
去
５
年
連
続
で

両
院
に
て
採
決
さ
れ
ま
し
た
。
尚
、
採

第
４８
次

国
会
請
願

「
腎
疾
患
総
合
対
策
」の

　
早
期
確
立
を
求
め
る
つ
ど
い

国会請願の流れ
会員による署名集め（10月～ 1 月）

全腎協国会請願集会（例年 ３ 月中旬）

衆議院議員・参議院議員

議　　長

委 員 会

請願文書表作成 各議員に配付

審査未了議院の会議に付す
るを要しないもの

議院の会議に付す
るを要するもの

採　　　用
すべきもの

内閣に送付
するもの

内閣送付

内閣総理大臣 国会で処理

請願処理経過作成

議　　長

各議員に配付

内閣不送付

本 会 議

採 択
不 採 用

内閣に送付
しないもの

不　 採 　用
とすべきもの

請願処理経過印刷

報告

審査

付託

紹介・提出 印刷

委
員
会
請
願
審
査
報
告
書

各
議
員
に
配
付

印
刷
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択
さ
れ
る
に
は
全
会
派
の
賛
同
が
必
要

で
採
択
の
確
立
は
１
割
程
度
の
狭
き
門

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
採
決
さ
れ
た
請
願
は
、
厚
生
労

働
省
へ
廻
さ
れ
ま
す
が
、
厚
生
労
働
省

で
は
請
願
事
項
を
誠
実
に
処
理
す
る
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

東
腎
協
の
取
り
組
み

東
腎
協
か
ら
は
、
梅
原
会
長
、
古
暮

副
会
長
、
榊
原
・
酒
井
・
松
本
・
鈴
木

・
三
好
理
事
と
板
橋
事
務
局
長
が
参
加

し
、
東
京
都
出
身
の
衆
議
院
議
員　

平

沢
勝
栄
（
自
民
）
高
木
啓
（
自
民
）、

初
鹿
明
博
（
立
憲
民
主
）、
高
木
美
智

代
（
公
明
）、
太
田
昭
宏
（
公
明
）、
参

議
院
議
員　

石
田
昌
宏
（
自
民
）、
川

田
龍
平
（
立
憲
民
主
）、有
田
芳
生
（
立

憲
民
主
）、
吉
良
佳
子
（
共
産
）、
小
池

晃
（
共
産
）
先
生
の
議
員
室
を
訪
問
し
、

請
願
内
容
の
説
明
・
懇
談
・
請
願
書
を

手
渡
し
ま
し
た
。

国
会
請
願
署
名
活
動
は
私
達
腎
臓
病

患
者
の
「
い
の
ち
と
暮
ら
し
」
の
土
台

を
支
え
て
い
る
も
の
で
、
今
後
も
毎
年

継
続
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

会
員
皆
様
の
引
き
続
き
の
ご
支
援
・

ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第４８次国会要請行動

 参議院議員 	石田昌宏先
生

	（秘書五反分正彦氏、東柊氏に面談）
福生病院の事を心配されてい
た。腎臓病の為の議員連盟を立ち
上げ、より一層力を入れていきた
い。秘書の方が以前、透析施設に勤
めていた為、詳しいようである。

 参議院議員 	小池　晃先
生

	 （先生本人に面談）
元医師だった事もあり、福生病
院問題で透析が誤解されないかが
危惧された。今後は通院手段が重
要な問題になってくる事を承知さ
れている。

 参議院議員 	川田龍平先
生

	 （先生本人に面談）
義父が透析を受けていたので、
食事・水分管理の大切さを分かっ

ている。その為、予防医療（他の病
気にも通じる）という意味でも食
育に力を入れていきたい。

◇　　　◇　　　◇
その他、参議院議員では有田芳
生先生、吉良佳子先生は不在の
為、秘書の方に手渡した。（三好）

���������������

 衆議院議員 

衆議院議員では平沢勝栄先生が
不在の為、秘書が対応。請願の趣旨
を説明し、請願書及び機関誌も一
緒に手渡す。
高木啓先生、初鹿明博先生、太田
昭宏先生、高木美智代先生も同
上。（鈴木）

国会議員との対話から

石田昌宏参議院議員

小池晃参議院議員

川田龍平参議院議員

平沢勝栄衆議院議員秘書
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全腎協第４８次国会請願 署名・募金一覧表

� ２０１９年 ３ 月３１日
都道府県 署名 募金 都道府県 署名 募金
北海道 １３，５０２ ７4，０３4 滋　賀 ７，９０３ ５０，０００
青　森 ２，０６８ ２，７００ 京　都 4，８０９ ２６，０５０
岩　手 ３，９０１ ２4，８００ 大　阪 ３２，８５５ ３4，０００
宮　城 ６，５８4 4９，９２０ 兵　庫 ２６，９７１ ２６３，８３１
秋　田 １4，８１２ 4７，９１１ 奈　良 ８，７９６ ３4，１１4
山　形 ６，９３７ １９，８２５ 和歌山 ６，4６１ ２６，4６4
福　島 ６，０4５ ２０，０００ 鳥　取 ２，７８７ １８，９８２
茨　城 ５，4２９ ２５，１８０ 島　根 ３，4５９ １５，０００
栃　木 ６，３００ １4，4８９ 岡　山 ８，０９０ １０，０００
群　馬 ９，７２4 4０，０００ 広　島 １２，５１4 １７，２２５
埼　玉 ９，１３７ ７０，０００ 山　口 ８，4０２ ２５，０００
千　葉 ７，０６８ １００，３８０ 徳　島 ７，８９０ ２５，０００
東　京 １０，９７１ １１０，０００ 香　川 ７，２５１ 4２，５３4
神奈川 ８，８０３ ６６，５１６ 愛　媛 ７，２０３ ７０，０００
新　潟 １３，３７２ ５０，０００ 高　知 ７，５７７ ９，１５０
富　山 １１，８２０ １２０，０００ 福　岡 ２５，６4１ ６０，０００
石　川 ５，０６０ １０，０００ 佐　賀 ７，９８５ １８，９７０
福　井 ２９，０７4 ３６，4０６ 長　崎 １２，１８９ ２５，０００
山　梨 4，８６９ ※１５，０００ 熊　本 １６，０００ ７０，０００
長　野 １２，4０２ ３２，７4７ 大　分 ６，２６６ １５，０００
岐　阜 4３，２３６ ５０，０００ 宮　崎 ７，０１０ ３５，０００
静　岡 １２，９８９ １５０，０００ 鹿児島 １８，３３６ ９０，０００
愛　知 ２５，９０８ １００，０００ 沖　縄 4，１２５ 44，６００
三　重 4，８６９ １０，５８６ その他 ※２７０

合　計 ５２５，4００ ２，２５１，4１4
募金額は、各組織での募金総額の１５％
※は入金予定で合計金額には含まれていません。
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理
事
と
し
て
見
習
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
原
点

東
腎
協
会
長　

梅
原 

秀
孝

中
村
博
さ
ん
の
印
象
は
実
直
で
行
動

的
な
方
だ
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
東
腎

協
の
理
事
と
し
て
地
域
に
根
ざ
し
た
活

動
、
透
析
施
設
を
た
ゆ
ま
な
く
訪
問
さ

れ
、
透
析
患
者
と
し
て
の
重
要
な
役
目

と
大
切
さ
を
丁
寧
に
施
設
に
紹
介
し
て

い
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

私
達
は
理
事
と
し
て
見
習
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
原
点
だ
と
感
じ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
ブ
ロ
ッ

ク
長
と
し
て
も
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。

以
前
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
が
浅
草

で
開
催
さ
れ
た
時
、
自
分
の
人
生
に
つ

い
て
、
長
時
間
に
わ
た
り
胸
の
う
ち
を

聞
く
機
会
が
あ
り
、
そ
の
後
よ
く
電
話

で
東
腎
協
の
将
来
の
活
動
に
つ
い
て
話

し
て
い
ま
し
た
。
特
に
地
域
内
で
の
活

動
を
何
時
も
熱
く
語
ら
れ
、
ブ
ロ
ッ
ク

長
の
立
場
で
い
ろ
い
ろ
試
行
錯
誤
し
、

真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

自
分
は
将
来
の
透
析
患
者
の
為
に
頑

張
り
た
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。「
自

分
は
体
を
動
か
す
こ
と
は
好
き
だ
か
ら
、

何
で
も
一
生
懸
命
に
や
り
た
い
、
で
も

理
事
会
で
の
発
言
は
あ
ま
り
得
意
で
は

な
い
ん
で
す
よ
」
と
笑
い
な
が
ら
話
し

て
い
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

ブ
ロ
ッ
ク
長
会
議
等
は
時
々
欠
席
し

て
い
ま
し
た
。「
体
調
管
理
が
充
分
で

な
く
ド
ラ
イ
ウ
ェ
イ
ト
を
５
㎏
も
オ
ー

バ
ー
し
、
翌
日
も
透
析
を
し
た
の
で
欠

席
し
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

中
村
さ
ん
に
は
「
将
来
が
ま
だ
長
い
の

だ
か
ら
、
命
を
縮
め
る
事
に
な
ら
な
い

様
気
を
つ
け
て
」
と
何
度
も
申
し
上
げ

ま
し
た
が
、
答
え
は
な
か
っ
た
で
す
。

ま
さ
か
、
そ
れ
が
現
実
に
な
る
と
は
大

変
心
が
痛
み
ま
す
。
将
来
を
期
待
し
て

い
た
だ
け
に
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
特

に
印
象
深
い
の
は
、
東
腎
協
の
諸
行
事

の
設
営
や
片
付
け
等
、
積
極
的
に
お
手

伝
い
し
て
い
た
姿
を
思
い
出
し
ま
す
。

昨
年
１２
月
２３
日
に
永
眠
さ
れ
帰
ら
ぬ

人
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
痛
恨
の

極
み
に
存
じ
ま
す
。

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
益
々
ご
活
躍 

頂
け
た
の
に

東
部
ブ
ロ
ッ
ク
理
事　

酒
井　

豊

東
腎
協
の
理
事
で
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
長

の
中
村
さ
ん
が
突
然
亡
く
な
ら
れ
た
。

理
事
活
動
に
は
積
極
的
に
参
加
、
自

身
の
治
療
を
受
け
て
い
た
病
院
で
は
患

者
会
の
会
長
も
務
め
ら
れ
て
、
東
腎
協

の
理
事
会
ブ
ロ
ッ
ク
会
な
ど
活
動
に
積

極
的
に
参
加
し
て
、
素
晴
ら
し
い
活
躍

を
し
て
い
て
く
れ
た
。

ブ
ロ
ッ
ク
で
行
っ
た
料
理
講
習
会
を

終
え
た
あ
と
、
し
ば
ら
く
し
て
連
絡
が

取
れ
な
い
の
で
病
院
に
連
絡
を
入
れ
て

尋
ね
て
み
た
ら
昨
年
１２
月
２３
日
に
亡
く

な
ら
れ
た
と
教
え
ら
れ
た
。
残
念
な
が

ら
詳
し
い
事
は
個
人
情
報
な
の
で
教
え

て
は
頂
け
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
か
ね

が
ね
心
臓
に
疾
患
が
あ
る
と
か
足
に
出

来
た
傷
が
な
か
な
か
治
ら
な
い
と
か
話

し
て
い
ら
れ
た
事
な
ど
を
思
い
出
し
、

そ
の
様
な
事
が
原
因
で
亡
く
な
ら
れ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
次
第
で
し
た
。

東
腎
協
に
参
加
し
て
い
る
患
者
会
の

ト
ラ
ブ
ル
な
ど
に
も
積

極
的
に
赴
き
ア
ド
バ
イ

ス
な
ど
し
て
い
ら
れ
た

事
思
い
出
し
ま
す
。

透
析
年
数
１4
年
、
年

齢
も
５4
歳
こ
れ
か
ら
益

々
ご
活
躍
頂
け
た
事
と

思
う
し
実
に
惜
し
い
人

が
ま
た
喪
わ
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
事
大
変
に
残

念
な
思
い
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。

心
か
ら
ご
冥
福
を
お

祈
り
致
し
ま
す
。

追
悼

中村　博（なかむら　ひろし）２０１８年１２月２３日逝去。
享年５4歳。１９６4年 ２ 月２８日茨城県生まれ。２００５年
透析導入。新葛友の会。２００７年よりＮＰＯ東腎協
理事、２０１５年東部ブロック長。

中
村
　
博
さ
ん
を
偲
ん
で

東
腎
協
理
事
・
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
長
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事
務
局
か
ら

ご
寄
付
御
礼

○
扶
桑
薬
品
工
業
（
株
）

東
京
第
一
支
店
様

青
い
鳥
は
が
き
寄
付
御
礼

立
川
ふ
れ
あ
い
相
互
病
院
患
者
会
希
望

会
、
織
本
病
院
腎
友
会
、
永
山
腎
友
会
、

立
川
北
口
駅
前
腎
友
会

国
会
請
願
募
金
御
礼

【
患
者
会
】

腎
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
世
田
谷
患
者
友
の

会
、
小
笠
原
ク
リ
ニ
ッ
ク
友
の
会
、
大

田
病
院
患
者
会
、
松
和
患
者
会
新
宿
南

口
支
部
、
大
島
腎
友
会
、
代
々
木
病
院

腎
友
会
、
虎
の
門
・
高
津
会
（
本
院
）、

聖
橋
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会
、
秋
葉
原
腎

ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会
、
菊
川
橋
ク
リ
ニ

ッ
ク
腎
友
会
、
金
町
中
央
病
院
グ
ル
ー

プ
、
勝
和
な
ご
み
会
、
新
江
東
橋
ク
リ

ニ
ッ
ク
腎
友
会
、
新
小
岩
ク
リ
ニ
ッ
ク

友
の
会
、
森
山
友
の
会
、
深
川
橋
ク
リ

ニ
ッ
ク
腎
友
会
、
親
水
ク
リ
ニ
ッ
ク
友

の
会
、
瑞
江
腎
友
会
、
清
湘
会
記
念
病

院
腎
友
会
、
入
谷
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会
、

柳
原
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
健
腎
会
、
あ
か
ま

透
析
ク
リ
ニ
ッ
ク
患
者
会
、
阿
佐
ヶ
谷

す
ず
き
腎
友
会
、
高
中
腎
友
会
、
中
野

ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会
、
桃
井
診
療
所
腎

友
会
、
優
人
大
泉
学
園
ク
リ
ニ
ッ
ク
患

者
会
、
練
馬
桜
台
ク
リ
ニ
ッ
ク
さ
く
ら

会
、
新
中
野
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
会
、
あ
け

ぼ
の
東
腎
会
サ
ル
ビ
ア
、
立
川
ふ
れ
あ

い
相
互
病
院
患
者
会
希
望
会
、
高
尾
も

み
じ
会
、
杏
林
腎
友
会
、
羽
村
相
互
診

療
所
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
、
永
山
腎
友
会
、

吉
祥
寺
あ
さ
ひ
腎
友
会
、
国
分
寺
こ
や

ま
腎
友
会
、
昭
島
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
ひ
ま

わ
り
会
、
織
本
病
院
腎
友
会
、
聖
蹟
さ

く
ら
会
、
村
上
医
院
ひ
ま
わ
り
会
、
調

布
病
院
腎
友
会
、
長
久
保
病
院
ハ
ナ
ミ

ズ
キ
会
、
日
野
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会
、

八
王
子
東
町
ク
リ
ニ
ッ
ク
桑
の
実
会
、

府
中
け
や
き
会
、
豊
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
患

者
会
、
立
花
ク
リ
ニ
ッ
ク
友
の
会
、
す

な
が
わ
相
互
診
療
所
患
者
会
・
い
ず
み
、

平
山
腎
友
会

【
個
人
】（
敬
称
略
）

山
田
多
喜
雄
、
鈴
木
幸
輝
、
末
﨑
美
子
、

金
子
智
、
萩
原
高
、
新
村
敏
明
、
小
山

今
後
の
活
動
予
定

５
月
１８
日
～
１９
日
（
日
）

全
腎
協
臨
時
理
事
会

５
月
２５
日
（
土
）

東
難
連
総
会
・
記
念
講
演
会

５
月
２６
日
（
日
）

第
１
４
６
回
理
事
会
・
三
役
会

６
月
１
日
～
２
日
（
日
）

全
腎
協
通
常
総
会

６
月
９
日
（
日
）

東
腎
協
第
１４
回
総
会

６
月
２３
日
（
日
）

第
１
４
７
回
理
事
会
・
三
役
会

６
月
２７
日
～
３０
日
（
日
）

日
本
透
析
医
学
会

７
月
６
～
７
日
（
日
）

全
腎
協
全
国
大
会

７
月
２７
日
～
２８
日
（
日
）

全
国
事
務
局
長
会
議

７
月
２８
日
（
日
）

第
１
４
８
回
理
事
会
・
三
役
会

８
月
２４
日
～
２５
日
（
日
）

全
腎
協
青
年
部
会
議

９
月
１５
日
（
日
）

東
腎
協
第
９
回
大
会

　19７2年（昭和4７年）11月19日、
東京都腎臓病協議会（現、特定非
営利活動法人東京腎臓病協議会）
を結成しました。結成から44年を
経過し、透析医療も格段に進歩し、
40年を迎えている透析患者さんも
いらっしゃいます。
　その一方で社会保障制度、医療
費制度の削減が社会問題となって
おり、莫大な費用を要する透析医
療も安心してはいられない状況で
す。これからも医療機関、各企業、
患者団体と結束して活動すること
が大変重要と考えます。
　私どもの「命と暮らし」を守る
活動に賛同いただければ是非、賛
助会員として団体の活動を支えて
いただきたく心よりお願い致しま
す。

記
賛助会員会費：個人年額5,000円、
団体年額　 1口10,000円／ 1 口以
上
※年 1回名刺広告を機関誌「とう
じんきょう」夏号に掲載させてい
ただきます。

特定非営利活動法人
東京腎臓病協議会
賛助会員入会のお願い
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景
子
、
彦
田
忠
義
、
木
村
千
保
子
、
飯

塚
繁
、
金
津
勇
子
、
伊
藤
清
、
高
野
太

郎
、
桝
永
照
也
、
石
山
久
美
子
、
宮
澤

克
人
、
中
瀬
京
子
、
内
田
利
男
、
永
田

淑
子
、
橋
本
光
夫
、
佐
藤
義
範
、
青
木

厚
子
、
杉
崎
憲
三
郎
、
福
島
昌
昭
、
額

賀
と
し
子
、
白
銀
榮
子

「
青
い
鳥
郵
便
は
が
き
」

無
償
配
布
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

「
青
い
鳥
郵
便
は
が
き
」
は
、
日
本
郵

便
（
株
）
が
身
体
障
害
者
及
び
知
的
障

害
者
の
福
祉
に
対
す
る
国
民
の
理
解
と

認
識
を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
無
償
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
東
腎

協
で
は
、
会
員
の
皆
様
か
ら
「
青
い
鳥

郵
便
は
が
き
」
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
、

東
腎
協
財
政
の
一
助
に
な
る
よ
う
に
ご

協
力
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

◎
受
付
期
間

２
０
１
９
年
４
月
１
日
（
月
）
か
ら
同

年
５
月
３１
日
（
金
）
ま
で

◎
配
布
期
間

２
０
１
９
年
４
月
２２
日
（
月
）
か
ら
同

年
５
月
３１
日
（
金
）
ま
で

１
．
お
申
し
込
み
方
法

（
１
）
窓
口
で
の
申
込
方
法

窓
口
で
配
布
の
希
望
を
申
し
込
み
す

る
場
合
は
、
最
寄
り
の
郵
便
局
（
簡
易

郵
便
局
を
除
き
ま
す
。
以
下
同
じ
と
し

ま
す
）
に
身
体
障
害
者
手
帳
を
ご
提
示

の
上
、「
青
い
鳥
郵
便
葉
書
配
布
申
込

書
」
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
ご

提
出
く
だ
さ
い
。
な
お
、
代
理
人
に
よ

る
ご
提
出
も
可
能
で
す
。

（
２
）
郵
送
で
の
お
申
し
込
み
方
法

郵
送
に
よ
り
配
布
の
希
望
の
申
し
込

み
を
す
る
場
合
は
、「
青
い
鳥
郵
便
葉

書
配
布
申
込
書
」
に
同
等
の
内
容
を
記

入
し
て
最
寄
り
の
郵
便
局
に
郵
送
し
て

下
さ
い
。

（
３
）
配
布
の
方
法

２
０
１
９
年
４
月
２２
日
（
月
）
以
降
、

最
寄
り
の
配
達
を
受
け
持
つ
郵
便
局
か

ら
お
届
け
し
ま
す
。

編
集
後
記

▽
２
０
１
８
年
度
も
何
と
か
無
事
終
了

し
ま
し
た
。
新
年
度
は
役
員
改
選
。
私

も
理
事
・
事
務
局
８
年
目
を
迎
え
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

振
り
返
る
と
、
あ
っ
と
い
う
間
の
よ

う
な
気
が
す
る
。
不
幸
に
も
仲
間
も
何

人
も
見
送
っ
た
。
一
方
、
こ
の
間
私
が

元
気
に
活
動
で
き
た
の
も
、
今
日
の
医

療
制
度
と
東
腎
協
の
仲
間
の
お
か
げ
と

改
め
て
皆
様
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

▽
新
年
度
は
こ
れ
か
ら
の
東
腎
協
に
と

っ
て
、
大
き
な
節
目
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
創
立
５０
周
年
を
前
に
、
東
腎
協
の

存
亡
を
か
け
た
活
動
の
ス
タ
ー
ト
と
な

れ
る
よ
う
、
事
務
局
一
同
決
意
新
た
に

臨
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す（
板
橋
）

〈
事
務
局
雑
感
〉

■
東
腎
協
の
事
務
局
に
在
籍
五
年
。
こ

の
間
、「
健
常
者
」
と
し
て
の
肩
身
の

狭
さ
（
？
）
も
な
い
わ
け
で
は
な
か
っ

た
が
、
つ
い
に
私
も
病
に
襲
わ
れ
た
。

突
然
の
脳
梗
塞
で
あ
っ
た
。
救
急
車
で

運
ば
れ
た
時
は
、
手
足
は
ぶ
ら
ぶ
ら
口

元
か
ら
ヨ
ダ
レ
。
も
は
や
こ
れ
ま
で
か
、

と
一
時
は
観
念
し
た
が
、
車
椅
子
を
使

わ
ず
に
退
院
出
来
た
の
は
幸
運
で
あ
っ

た
。
そ
れ
に
、
後
継
の
事
務
局
員
の
活

躍
で
仕
事
は
な
ん
の
滞
り
も
な
く
進
ん

で
い
た
の
を
認
め
て
呆
然
。
悲
喜
相
半

ば
の
複
雑
な
心
境
だ
っ
た
。（
白
坂
）

■
4０
年
以
上
の
花
粉
症
で
あ
る
私
に
と

っ
て
辛
い
時
期
が
過
ぎ
、
春
本
番
？
と

い
う
よ
り
も
初
夏
が
や
っ
て
き
た
。
目

の
痒
み
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
洗
濯
物
を

は
た
い
て
取
り
込
む
等
の
煩
わ
し
い
事

か
ら
開
放
さ
れ
、
爽
や
か
な
季
節
を
実

感
し
て
い
ま
す
。

２
月
に
２
泊
３
日
で
山
形
蔵
王
の
ス

ノ
ウ
ー
モ
ン
ス
タ
ー
を
見
に
行
き
、
と

て
も
寒
か
っ
た
事
を
思
い
出
し
た
。
Ｇ

・
Ｗ
に
は
修
善
寺
に
い
き
、
今
度
は
何

処
へ
行
こ
う
か
な
？

事
務
局
に
勤
め
て
１
年
が
過
ぎ
、
あ

っ
と
い
う
間
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

お
世
話
に
な
り
ま
す
。	

（
三
好
）

■
３
月
１4
日
（
木
）
第
4８
次
国
会
請
願

署
名
も
無
事
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
署
名
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
年
は
桜
の
開
花
時
期
も
例
年
よ
り

も
若
干
遅
か
っ
た
よ
う
で
４
月
に
は
い

っ
て
か
ら
お
花
見
が
楽
し
め
ま
し
た
。

花
粉
の
量
も
多
い
よ
う
で
花
粉
症
の
私

は
目
が
痒
く
て
擦
っ
て
し
ま
い
、
涙
目

と
充
血
に
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
が
、
や
っ

と
風
薫
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
今
年

度
も
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

	

（
松
山
）

■
４
月
よ
り
東
腎
協
に
事
務
局
員
と
し

て
、
入
局
し
ま
し
た
。

調
理
師
と
し
て
、
現
在
、
腎
臓
病
の

「
食
」
に
関
し
て
勉
強
中
で
す
。
今
後

の
健
康
や
命
に
か
か
わ
る
重
要
な
も
の

で
あ
る
と
自
覚
し
て
お
り
ま
す
。
で
き

る
だ
け
早
く
「
食
」
に
関
す
る
情
報
を

発
信
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

不
慣
れ
な
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
東

腎
協
の
一
員
と
し
て
、
一
生
懸
命
務
め

さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。	

（
須
藤
）


